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平成３０年第１回上富田町議会定例会会議録 

（第２日） 

○開会期日  平成３０年３月９日午前９時２９分 

───────────────────────────────────────── 

○会議の場所  上富田町議会議事堂 

───────────────────────────────────────── 

○当日の議員の出欠は次のとおり 

 出席議員（１０名） 

      １番  松 井 孝 恵        ２番  谷 端   清 

      ３番  樫 木 正 行        ４番  山 本 明 生 

      ５番  九 鬼 裕見子        ６番  大 石 哲 雄 

      ７番  畑 山   豊        ９番  沖 田 公 子 

     １０番  榎 本   敏       １１番  木 本 眞 次 

───────────────────────────────────────── 

 欠席議員（なし） 

───────────────────────────────────────── 

○出席した事務局職員は次のとおり 

事 務 局 長  森 岡 真 輝  局 長 補 佐  樫 山 裕 子 

───────────────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条による出席者は次のとおり 

町 長 奥 田   誠  副 町 長 山 本 敏 章 

教 育 長 梅 本 昭二三  会 計 管 理 者 水 口 和 洋 

総務政策課長 福 田 睦 巳  総 務 政 策 課 

企 画 員 
中 松 秀 夫 

総 務 政 策 課 

企 画 員 
平 尾 好 孝  総 務 政 策 課 

企 画 員 
樫 原 基 史 

住民生活課長 原   宗 男  住 民 生 活 課 

企 画 員 
栗 田 信 孝 

住 民 生 活 課 

企 画 員 
十 河 貴 子  住 民 生 活 課 

企 画 員 
木 村 陽 子 

住 民 生 活 課 

企 画 員 
宮 本 真 里  産業建設課長 菅 谷 雄 二 

産 業 建 設 課 

企 画 員 
川 口 孝 志  税 務 課 長 橋 本 秀 行 
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上下水道課長 三 栖 啓 功  教 育 委 員 会 

総 務 課 長 
家 髙 英 宏 

教 育 委 員 会 

生涯学習課長 
新 堀 浩 士    

 

───────────────────────────────────────── 

○本日の会議に付した事件 

  日程第 １ 一般質問 

  日程第 ２ 議案第１２号 上富田町手数料徴収条例の一部を改正する条例 

  日程第 ３ 議案第１３号 上富田町企業立地の促進等による地域における産業集積 

               の形成及び活性化に関する法律に基づく固定資産税の特 

               別措置に関する条例の一部を改正する条例 

  日程第 ４ 議案第１４号 上富田町国民健康保険条例の一部を改正する条例 

  日程第 ５ 議案第１５号 上富田町介護保険条例の一部を改正する条例 

  日程第 ６ 議案第１６号 上富田町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する 

               条例 

  日程第 ７ 議案第１７号 上富田町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及 

               び運営に関する基準を定める条例等を廃止する条例 

  日程第 ８ 議案第１８号 上富田町と田辺市との間における地域密着型サービス事 

               業者等の指定、指導等に関する事務の委託について 

  日程第 ９ 議案第１９号 上富田町共同作業場設置条例の一部を改正する条例 

  日程第１０ 議案第２０号 上富田町個人情報保護条例及び上富田町情報公開条例の 

               一部を改正する条例 

  日程第１１ 議案第２１号 上富田町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する 

               条例 

  日程第１２ 議案第２２号 公の施設の指定管理者の指定について 

  日程第１３ 議案第２３号 平成２９年度上富田町一般会計補正予算（第６号） 

  日程第１４ 議案第２４号 平成２９年度上富田町特別会計国民健康保険事業補正予 

               算（第３号） 

  日程第１５ 議案第２５号 平成２９年度上富田町特別会計後期高齢者医療補正予算 

               （第３号） 

  日程第１６ 議案第２６号 平成２９年度上富田町特別会計宅地造成事業補正予算 

               （第３号） 

  日程第１７ 議案第２７号 平成２９年度上富田町特別会計奨学事業補正予算（第２ 
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               号） 

  日程第１８ 議案第２８号 平成２９年度上富田町特別会計公共下水道事業補正予算 

               （第３号） 

  日程第１９ 議案第２９号 平成２９年度上富田町特別会計朝来財産区補正予算（第 

               １号） 

  日程第２０ 議案第３０号 平成３０年度上富田町一般会計予算 

  日程第２１ 議案第３１号 平成３０年度上富田町特別会計国民健康保険事業予算 

  日程第２２ 議案第３２号 平成３０年度上富田町特別会計介護保険予算 

  日程第２３ 議案第３３号 平成３０年度上富田町特別会計後期高齢者医療予算 

  日程第２４ 議案第３４号 平成３０年度上富田町特別会計診療所事業予算 

  日程第２５ 議案第３５号 平成３０年度上富田町特別会計宅地造成事業予算 

  日程第２６ 議案第３６号 平成３０年度上富田町特別会計宅地取得資金貸付事業予 

               算 

  日程第２７ 議案第３７号 平成３０年度上富田町特別会計住宅新築資金貸付事業予 

               算 

  日程第２８ 議案第３８号 平成３０年度上富田町特別会計奨学事業予算 

  日程第２９ 議案第３９号 平成３０年度上富田町特別会計農業集落排水事業予算 

  日程第３０ 議案第４０号 平成３０年度上富田町特別会計公共下水道事業予算 

  日程第３１ 議案第４１号 平成３０年度上富田町水道事業会計予算 

  日程第３２ 議案第４２号 平成３０年度上富田町特別会計朝来財産区予算 

  日程第３３ 議案第４３号 土地取得について 

  日程第３４ 議案第４４号 工事請負変更契約の締結について（平成２９年度 第１ 

               号 文化会館運営事業 上富田文化会館空調設備改修工 

               事） 
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△開  会  午前９時２９分 

○議長（山本明生） 

  皆さん、おはようございます。本日もご苦労さまです。 

  ただいまの出席議員は１０名であります。 

  なお、産業建設課菅谷課長から、関連質問終了後早退届が出ております。 

  定足数に達しておりますので、ただいまから平成３０年第１回上富田町議会定例会第

２日目を開会します。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付したとおりであります。 

───────────────────────────────────────── 

△日程第１ 一般質問 

○議長（山本明生） 

  日程第１ 一般質問を行います。 

  質問の通告がありますので、順次発言を許します。 

  ２番、谷端清君。 

  谷端君の質問は、一問一答方式です。 

  まず、ｅスポーツについてを質問許可します。 

○２番（谷端 清） 

  皆さん、おはようございます。 

  私は、前町長のときは最後の質問者でした。今回は新町長に就任されて初めての最初

の質問者です。これは自分自身が思っていることです。 

  まずでは、ｅスポーツについて。 

  ｅスポーツとは、どのようなスポーツであると認識していますか。 

○議長（山本明生） 

  総務政策課企画員、平尾君。 

○総務政策課企画員（平尾好孝） 

  皆さん、おはようございます。 

  そしたら、私のほうから、２番、谷端議員の質問にお答えいたします。 

  このｅスポーツ、エレクトロニックスポーツの略であります。正直申しますと、コン

ピューターを使って、格闘ゲームまたはサッカーゲームなどをスポーツ競技として捉え、

今、世界中の若者たちの間で人気を博しているというぐらいの認識しかありません。世

界的にはすごく熱狂しているスポーツだというふうにお伺いしておりますが、まだ日本

ではこれからかなという認識であります。 
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  以上です。 

○議長（山本明生） 

  谷端君。 

○２番（谷端 清） 

  ｅスポーツについては、平昌五輪の公認ｅスポーツ大会は、オリンピック種目への採

用に向けた新たな第一歩を踏み出したという記事が載っていました。平昌冬季オリンピ

ック開会式の２日前、史上初となる五輪公認のｅスポーツ大会が開催されました。人気

ゲーム、スタークラフト２を競技種目として開かれたこの大会は、ｅスポーツの歴史の

転換点であると同時に、五輪種目への採用に向けた新たな一歩となったと言われていま

す。 

  ｅスポーツは、人気は年々高まるばかりですが、オリンピックの保守派からは懐疑的

な意見も多く聞かれています。オリンピックに次ぐスポーツイベントであるアジア競技

大会は、２０２２年にｅスポーツをメダル競技にすると言われています。日本では、プ

ロサッカークラブ東京ヴェルディがプロｅスポーツを立ち上げています。 

  格闘ゲームやサッカーゲーム、シューティングなどを競技として行い、世界中でいろ

いろな大会が開かれています。競技人口は全世界で１億人以上ともされています。日本

中に普及したサッカーのように、ｅスポーツも全国的に広めたいと考えています。また、

ＶＲ機能を使ってＶＲｅスポーツの普及にも力を入れているということです。 

  しかし、日本ではゲームをスポーツ競技と捉えること自体に違和感を持つ人がまだ少

なくないという意見もあります。まだなかなか、このｅスポーツというのは日本で本当

に知名度が低いと、そしてまた、都会のほうではいろいろな競技を模索してしていって

いるわけですけれども、これをどうしたらええかなというふうには考えるところであり

ます。 

  町といたしましては、今後どのように考えていますか。 

○議長（山本明生） 

  総務政策課企画員、平尾君。 

○総務政策課企画員（平尾好孝） 

  谷端議員、ｅスポーツについての現状説明ありがとうございます。いろいろと勉強に

なりました。 

  町としましては、まず、このｅスポーツについて、いろいろと勉強する必要があるか

なというふうに考えております。日本ではまだまだマイナーなスポーツですが、今後の

このｅスポーツの動向、そういったのを見ながら、また実際に、この上富田町で推進し

ていくのに、このスポーツがこの上富田町に適しているのか、また、実際に開催する場
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合どういった環境整備をしなければならないのか、また、その経済効果、観光振興の面、

特に教育の面、いろんなさまざまな分野、角度から検証していく必要があるかなと思い

ますので、そういった点でよろしくお願い申し上げます。 

  以上です。 

○議長（山本明生） 

  谷端君。 

○２番（谷端 清） 

  ｅスポーツ、本当に需要はなかなかあるということ、ないということで、私自身とし

ましては、交流センターを拠点に発信して、小さな大会を現実にしていき、口熊野マラ

ソンとあわせてｅスポーツ大会も開催されたらすばらしいなと思っております。 

  以上で、ｅスポーツについては終わります。 

○議長（山本明生） 

  それでは、ｅスポーツについての質問を終了し、次に、インバウンドについて、古民

家の活用についての質問を許可します。 

○２番（谷端 清） 

  インバウンドの民泊について、町はどのように考えていますか。 

○議長（山本明生） 

  総務政策課企画員、平尾君。 

○総務政策課企画員（平尾好孝） 

  ２番、谷端議員のご質問にお答えいたします。 

  まず、背景から説明させていただきます。 

  現在、上富田町内の宿泊施設、ホテル、民宿など合わせまして、約５施設ございます。

その施設、町全体で最大で約２８０名ぐらいの宿泊施設、キャパしかありません。した

がいまして、上富田スポーツセンター、利用者年々ふえているわけなんですが、その宿

泊対応についても、通常時は上富田町内だけでいけるんですが、大規模な大会、国体と

か今後行うねんりんピック、ワールドマスターズゲーム、いろんな大会等については、

近隣の田辺市、白浜町、そういった宿泊施設を利用しているのが現状であります。 

  一方、和歌山県の観光客の動態はと申しますと、世界遺産ブランドの人気によりまし

て、また、公衆トイレ、フリーＷｉ－Ｆｉ、多言語通訳等の受け入れ環境の整備等を進

めてきた結果、史上最高の３，４８７万人の観光入込客数を記録しております。うち、

宿泊客数が約５２４万７，０００人、そのうちインバウンド、これがいわゆる外国人の

訪日旅行の宿泊者数なんですが、約５０万人和歌山県に来ております。 

  私たちの上富田町はと申しますと、宿泊者数が約３万人。うち、そのインバウンド、
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外国人の宿泊者が約１，２００人ということになっております。今後は上富田町としま

しても、現在の宿泊施設数、これを考えますと、民泊を推進していく必要があるかなと

いうふうに考えております。この６月には民泊法も改正されます。緩和されていきます。

そういったことを含めまして、この夏ごろには町の広報で民泊についての記事の掲載を

して、広く周知していきたいというふうに考えていますし、また、民泊可能な施設とい

うのも町内に幾つか僕らも把握しております。そういった施設につきましては、直接、

個別の聞き取り調査、そういったのを進めていきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（山本明生） 

  谷端君。 

○２番（谷端 清） 

  そしたらその、空き家を民泊利用にするということに問題点は何か、その辺はどうで

しょうか。 

○議長（山本明生） 

  総務政策課企画員、平尾君。 

○総務政策課企画員（平尾好孝） 

  どういう問題点が発生するかというのは、今のところまだそこまで把握はしていない

ですが、まず民泊にする場合、県に届け出が、６月の改正後要ってくるんです。やっぱ

りその周辺の民家の同意というのがその中でも必要となってきますので、やっぱりそこ

民泊使ったことによって周辺に迷惑かかる、これが一番問題かなと思いますので、そこ

の同意というんか周辺との調整、そこが必要に今後なってくるかなというふうに思って

おります。 

  以上です。 

○議長（山本明生） 

  谷端君。 

○２番（谷端 清） 

  そしたら、その民泊はなかなかむすがしいと。民泊法で、例えば空き家の利用とかい

う、空き家もしくは在宅、在宅というか住んでいて民泊にするとか、そういうのを今後

やっていくと、していくということですか。 

○議長（山本明生） 

  総務政策課企画員、平尾君。 

○総務政策課企画員（平尾好孝） 

  はい、おっしゃるとおりでございます。 
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○議長（山本明生） 

  谷端君。 

○２番（谷端 清） 

  そしてまた、自治体が民泊を運営すると、そういうことは考えられますか。もしくは

問題点があれば。 

○議長（山本明生） 

  総務政策課企画員、平尾君。 

○総務政策課企画員（平尾好孝） 

  民泊、基本的には民間の方、地域住民の方が持っている施設、所有している施設を自

分たちで改修、そして運営していただく、経営していただく、それが基本となってきま

す。今後ただ、今ある町の施設をそういったのに活用する、ほかの県外とかでいろいろ

調べましたら、町の使っていない、余り活用されていない施設を民泊として活用すると、

そういうのも例としてありますので、今後そういったのも研究しながら進めていきたい

とは思っております。 

  以上です。 

○議長（山本明生） 

  谷端君。 

○２番（谷端 清） 

  そしたら、地方創生についてはどのように考えておりますか。 

○議長（山本明生） 

  総務政策課企画員、平尾君。 

○総務政策課企画員（平尾好孝） 

  今、観光事業のお話の流れでありますので、地方創生の事業のうち、観光事業につい

ての説明というか取り組みについて、ちょっとそしたら説明させていただきます。 

  先ほどの町内のインバウンドの利用者、そのほとんどは実はゴルフの利用者でありま

す。実態はと申しますと、上富田町に来ている外国人、ほとんどはゴルフですので、そ

の観光客のほとんどは田辺に来まして、一つは潮見峠を通って、または田辺駅からバス

に乗って滝尻王子で下車し金剛方面に行っています。つまり、上富田町は素通りされて

いるというのが実態であります。 

  その観光客の方々に上富田町に立ち寄っていただき、かつお金を落としていただくた

めに、地方創生で現在さまざまな取り組みをしております。県と同様、公衆トイレの改

修、新設、それとＪＲ朝来駅舎、産業振興交流館でのフリーＷｉ－Ｆｉ化、今いろんな

方がこちらの施設を利用していただいております。また、通訳ボランティアの育成、現
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在、通訳ボランティア、英語をしゃべれる方、韓国語をしゃべれる方、約２１名おるわ

けなんですが、そういった方が活動してくれていますし、今後は、熊野古道の今ガイド

さんというのも２０名おるわけなんですが、そのガイドさんと一緒になってこの通訳ボ

ランティアの人、外国人が熊野古道に来られても外国語でガイドができる、そういった

取り組みをしていこうということも環境整備をしています。 

  そして、何よりも一番大切なのが、上富田町の魅力、観光資源の磨き上げであります。

この３月２４日から２泊３日で口熊野上富田隠れた入り口を探す旅というモニタリング

ツアーを現在企画しております。これは、稲葉根王子前での水垢離場で体を清めて、一

回ここで体を清めて熊野古道へ入る、こういったストーリーもつくって、ぜひ一回上富

田へ来てもらう、そういったことも今後やっていこうかなというふうに思っております。 

  上富田町の人材、上富田町の資源、それを最大限活用して、上富田町の観光資源を磨

き上げ、まずは上富田町に関心を持っていただく、立ち寄ってもらう、そういうための

施策を地方創生の中で現在取り組んでおります。 

  以上です。 

○議長（山本明生） 

  谷端君。 

○２番（谷端 清） 

  全国各地でインバウンド事業が非常に活発になっていると思うんですよ。そしてまた、

都市集中から地方分散と、旅の多様化にもなってきています。私たち上富田町には世界

遺産もあり、また、各企業さんにもすぐれた企業がたくさんあります。例えば、昔のお

寺の建物の構造、また道具を見てもらい、講義をしてもらうとか、ひょうたんせんぱい

のつくり方の見学、梅ジュース見学、ドライフルーツの見学とか、いろいろな上富田町

にある魅力があるものがいっぱいあると思います。 

  上富田町の魅力を朝来の交流センターから発信してもらい、特産品や職人技などのサ

ービスや体験をビジネスにして、元気なまちにしていかなくてはならないと思っていま

す。本当に上富田町は企業さんが非常に協力的であり、上富田のために皆さんと一緒に

頑張ってきていると、そういう点からやっぱり、そういうのを使っていただいて、イン

バウンドのできるようなまちづくりをしていってほしいというようなことも思っている

わけでございます。 

  今後の取り組みについて、町の考えを聞かせてください。 

○議長（山本明生） 

  総務政策課企画員、平尾君。 

○総務政策課企画員（平尾好孝） 
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  私自身も町内でいろんな可能性のある資源、人材あるのはいろいろ勉強によって知っ

ているところでございます。その中で感じたのは、市ノ瀬は市ノ瀬の地区の方、岡は岡

の地区の方、岩崎は岩崎の地区の方、いろんな地区の方がそれぞれその地区で頑張って

くれて、私たち役場の職員とは顔つなぎになっているんですが、それぞれが、それぞれ

横のつながりというのが意外と薄いんです。そういうのに気づきました。ですので、今

後はそういったそれぞれの取り組みの、上富田町内で一つにまとめて、上富田町として

一つは取り組んでいきたい。 

  今、谷端議員言われましたように特産品とか体験事業、石ころペイントとかいろんな

のがあります。そういったのも含めて全てで、上富田町内で一体何ができるかというの

を一回、今回のモニタリングツアーでもそういうのを組み合わせてやっていくつもりで

ありますので、また、３月２４日から始まりますので、ぜひそのツアーを見に来ていた

だけたらと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  この観光も含めての地方創生の今後の町の取り組みについてという質問でありますが、

地方創生の今後の取り組みについては、まずは、上富田町民も上富田町に来られるいろ

んな観光客の方もみんなが健康になっていただく、それを一つのテーマにして取り組ん

でいきたいというふうに思っています。 

  そして、観光施策による交流人口の増加、これによる地域経済の活性化、地域でキー

マンとなる、やっぱり人です。大事なのは人なんで、キーマンとなる人材の育成、それ

と人材の発掘、そういったことによる地域住民や地域団体、そういった民間の方々が主

体となってまちづくりを進めていける、その中でいろんなアイデアが出てくると思うん

です。そういったのを今後は期待していきたいというふうに思っています。 

  具体的には、先ほども説明させていただきました、観光客を呼び込む施策、また、そ

のツアーを企画する法人としまして、昨年１１月１６日に一般社団法人南紀ウエルネス

ツーリズム協議会というのが設立しております。この協議会を軸に、スポーツ観光を含

めた交流人口の増加、それと地域の環境整備、そういったのに努めていきたいというふ

うに考えております。 

  また、そういった活動を地域の方々が主体となって取り組んでいくために、先ほども

申しましたが、これから人材育成、人材の発掘、これが大切になってきます。熱中小学

校事業、その事業も目的の一つとしてそれがあります。さらに、スポーツサロン、これ

も拠点にして地方創生の中でやっております。スポーツサロンを拠点に介護予防施策、

健康対策、そういったさまざまな取り組みの中で、自分たちのまちに皆さんが自信を持

っていただく、そういった施策をやっていきたい、また、魅力的なまちにしていく。 

  地域や民間団体も、やはりいつまでも町の財政、町の一般財源に頼るんではなくて、
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自分たちで自立してやっていく、そういった流れをつくっていきたいというふうに考え

ています。行政はその取り組みをサポートでいいんではないかなというふうに私自身は

思っております。何もしなければ、２０６０年には人口が１万人になるよと人口ビジョ

ンの中でも示されていますことは皆さんもご存じのとおりです。ですので、その人口減

少に少しでも歯どめをかける、そういった施策をこの地方創生の中で取り組んでいきた

いと思いますので、ご協力よろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○議長（山本明生） 

  谷端君。 

○２番（谷端 清） 

  やはり、今平尾さん言われたように、やっぱり民間と町とタッグを組んで、まちを盛

り上げていく、そしてまた、朝来周辺から市ノ瀬に広げていって、大きなやっぱり一つ

のまちでというふうに町も考えていただいているんで、やっぱり皆さんも協力して、楽

しいまち、そしてまた、たくさんの方が来ていただけるようなおもてなしをしていただ

いて、頑張っていきたいと、私たちも頑張って皆さんに協力して、まちを盛り上げてい

きたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

  以上で私の質問は終わらせていただきます。 

○議長（山本明生） 

  これで、２番、谷端清君の質問を終わります。 

  引き続き一般質問を続けます。 

  ６番、大石哲雄君。 

  大石君の質問は、一問一答方式です。 

  町長の施政方針についての質問を許可します。 

○６番（大石哲雄） 

  早速、質問に入らせていただきます。 

  町長は、さきの臨時会の冒頭におきまして延べられました要旨の中で、まずは、前町

長から引き継いだ事業を着実に、いかに進めていくべきかが重要であると考えておりま

すと答えられました。この説明要旨の中にあります。その中で、事業実施に当たりまし

ては、継続できるもの、それから内容の見直しが必要なもの、それから財源等で課題が

あるものなどがあると、こうおっしゃられました。 

  そこで、まずお聞きしたいんですが、具体的な事業として、１、継続できるもの、そ

れから内容の見通しの必要なもの、３として財源等で課題があるもの、どんな事業があ

るか、ちょっと具体的にお伺いしたいと思います。特に、２、３、内容の見直しの必要
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なもの、それから財源等で課題があるもの、この２点について特に具体的にお願いした

いと思います。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  皆さん、おはようございます。 

  私も今回、初めての答弁になりますので、議員の各位皆さんにはよろしくお願いいた

します。また、大石議員さんにもよろしくお願いします。 

○６番（大石哲雄） 

  お手やわらかにお願いします。 

○町長（奥田 誠） 

  いえ、こちらこそお願いします。 

  それでは、６番、大石議員さんの質問にお答えをいたします。 

  現在、上富田町では、上富田町総合計画に基づきさまざまな事業を実施してきました

が、最近では、上富田町総合計画に加えまして、まち・ひと・しごと創生総合戦略を基

本として事業を実施してきていますが、議員のご質問の中にもありますように、所信の

中で申し上げました、事業実施に当たり継続できるもの、内容の見直しが必要なもの、

財源等で課題があるものについてなどでありますが、継続できるものとしては、現在も

継続しています、実施しています地籍調査事業がまず継続でやっていきたいと考えてお

ります。 

（｢もう一遍」と大石議員呼ぶ） 

○町長（奥田 誠） 

  地籍調査事業を継続してずっとやっていきたいというところであります。 

  それと、次に、内容の見直しが必要なものといたしましては、全体計画の見直しが必

要であると考えています公共下水道事業、これも範囲的にまた広げていくことも考えら

れますので。次に、もう一つのところであれば、後ほど大石議員さんが質問されると思

うんですけれども、見直しの検討が必要になってくるところにおきましては、保育所の

運営事業もございます。そういうところが今の見直しが必要な事業であると考えており

ます。 

  その次に、財源等で問題のある事業としましては、このあとまた岩田公民館の話があ

りますが、この岩田公民館建設事業も財源の課題であります。そしてこの岩田公民館に

つきましては、３月１日の議会全員協議会の中でも申し上げましたとおり、実施する方

向には私の意思は変わってございません。また、上富田町地域福祉センターの増築工事
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につきましても、岩田公民館の建設工事が完了後、本工事を進めていく予定でございま

すので、よろしくお願いします。 

  これらの事業につきましては、議会臨時会の冒頭でお話しさせていただきましたよう

に、議会の皆さんのご意見を十分お伺いし、ご協力をいただきながら事業を進めてまい

りますので、今後ともよろしくお願いをいたします。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 

○６番（大石哲雄） 

  ２番のこれは具体的に打ち合わせのときに聞いてはいないんですけれども、今おっし

ゃられたので、ちょっとだけお聞きしたいんですが、公共下水道事業の見直し、こうい

うことが今、町長おっしゃられていましたけれども、これは見直しということは、今の

特に岩田地区の３王子地区まで来ておるので、お聞きするんですが、それは延長、やめ

ておくかとか、あるいは時期をもっとずっと延ばそうかとか、そういうような見直しに

なるんですか、公共下水は、どういうことですか。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  変更というか、今の岩田地区も今工事にかかっておりますけれども、以前もありまし

たように、スポーツセンターの周りをふやしていくような形で以前も取り組んでいたん

ですけれども、そういうような形でまたふやすような形の中で、今、減らしていくとい

う考えは私は持っていませんので、その点、了解をいただきたいと思います。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 

○６番（大石哲雄） 

  スポーツセンターのあたりを中心にやりたいので、岩田地区への公共下水の延長は少

し延びるかもわからないと、こういうようなことでいいんですか。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  いや、今の岩田地区の工事の推進のほうは進めていく予定でございます。その後、範

囲が広められるようであれば、スポーツセンターのほうの近くのほうまで伸ばしていき

たいなという考えでございます。 

○６番（大石哲雄） 
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  了解しました。 

  それでは、財源で課題があって見直すという公民館の建てかえについて質問をさせて

いただきたいと思います。 

  岩田公民館が建てかえは凍結すると、前町長は言われました。理由についてはわかっ

たようなわからんようなことなんでありますけれども、いずれにしろ凍結ということで

決まりました。そして、現在、奥田町長は前町長の町政を引き継ぐということなんです

が、この岩田公民館の建てかえについて、先ほども進めるということなんですけれども、

凍結を解除するということをここで言っていただきたいわけですが、どうですか。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  私自身が産業民生常任委員会の中に入っていなかったもので、前小出町長の発言の凍

結という言葉は聞いていなかったんですが、前の委員会の資料を調べましたら、やはり

凍結という言葉が出ておりましたので、私自身はこの凍結という言葉は解除します。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 

○６番（大石哲雄） 

  中断と言われておりますけれども、一応、これで凍結は解除したということをここで

宣言されて、確認したいと思います、それでよろしいですね。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  はい、私は凍結を解除します。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 

○６番（大石哲雄） 

  それではそのままの凍結解除するということは、前町長のＣＬＴ工法で施工すると、

そういうことの理解でよろしいんですな。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  そうです。私は２月５日に就任して以来、この件につきましては、前小出町長さんか

らの引き継ぎ、そしてまた各課のヒアリング等で、また庁議で話をしていってる結果、
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私自身の岩田公民館の建設は当初予算には載せて今回はいませんが、必ずやっていくと

いう形で方針を出しています。しかし国の今の林野庁に出しているＣＬＴ工法の関係の

補助金の内示がまだ来ていない状況なので、もしその林野庁の。 

（｢その点は後で聞きます」と大石議員呼ぶ） 

○町長（奥田 誠） 

  そしたらＣＬＴ工法でやるということで大丈夫です。 

（｢そういうことです。一応そういう方針を持っていると 

               そういうことで結構です。また聞きますから」と大石議 

               員呼ぶ） 

○町長（奥田 誠） 

  持っています。 

○６番（大石哲雄） 

  それでは、町長、具体的にお話をしていただくようになったんですけれども、質問に

従ってやっていきますのでよろしくお願いします。 

  その工法になって総額４億円と聞いておるんです。一旦その資金手当て、この予算４

億円と聞いたんですけれども、その資金手当てはどうなるかということですよ。歳入予

算の内訳、それから歳入の中には補助金額とか債務負担とか一般財源とかいろいろある

と思うんですけれども、その内訳、それからそれに対する歳出、いつどんなとこへどう

使うと、その内訳はどうなっているか、大まかで結構なんですが、ちょっと教えていた

だけますか。 

○議長（山本明生） 

  教育委員会生涯学習課長、新堀君。 

○教育委員会生涯学習課長（新堀浩士） 

  恐れ入ります、大石議員さんのご質問にお答え申し上げます。 

  岩田公民館の建てかえの経費の内訳ということでお答え申し上げます。平成２９年度

中に用いた経費につきましては、地質調査業務が３００万円と、実施設計とかそういっ

たことをやらせていただいたのが１，５５０万円です。合計が１，８５０万円となって

おります。こちらにつきましては、全て一般財源で賄うものでございます。１，８５０

万円の一般財源ということでございます。 

  平成３０年度中に、今後計上していく予定の経費でございますが、工事に対する管理

業務の委託というものが８６０万円と、で、現在建っております公民館の建物、こちら

を解体する工事費が１，３９０万円、本体工事、建てる工事、こちらが建築工事費で２

億７，３００万円、地質を改良する必要がございまして、その地盤改良費というもので
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７５０万円、設備工事で６，５１０万円、外構の工事費で１，７９０万円、周辺の道路

整備等で６００万円、備品購入で一応２１０万円見込んでおりまして、これの合計が３

億９，４１０万円という金額で見込んでいるところでございます。 

  こちらに対しまして、現在申請中の林野庁の交付金ですが、こちらが１億３，６５０

万円でございます。こちらにさらに地元からの負担金３，０００万円をいただく予定で

ございますので、一般財源と地方債残るものが２億２，７６０万円ということになって

ございます。これら２９年度と３０年度の経費を合計いたしますと４億１，２６０万円

と、こちらに対しまして林野庁に申請中の交付金また負担金というものが１億６，６５

０万円、残る金額が一般財源、また地方債というようなことを充てることになろうかと

思いますけれども、残る金額は２億４，６１０万円となってございます。 

  以上でございます。 

○６番（大石哲雄） 

  総額が約３億円でございます。平成２９年度に設計費として１，５５０万円出してい

ると、こういうことですね。それからいただくかわからんですけれども、補助金が国の

補助金に予定しているのが１億３，６５０万円、こういうことです。そういうことの経

費でわかったんですが、どうしても僕にはわからない点があるんですよ。それは、全員

協議会でも少しお聞きしたんですが、再度お伺いいたしたいんですが、それは、今の時

点になって、ＣＬＴ工法に対する国、林野庁と言ってもいいのかわからんですけれども、

補助金、この１億３，６５０万円の採択の見通しがつきにくい、あるいは採択されない

かもしれないということを言われておる。これ、全員協議会の資料なんですが、財源確

保のためのこれ資料について。ＣＬＴ工法を採用した公共建物等に対する国の補助制度

は各種措置されているが、町では、林野庁、環境省所管の制度が適当と考えており、そ

のうち林野庁の交付金が申請時期も早く、賛助の交付額とも有利であることから、和歌

山県と調整の上申請中。括弧して３月中に内示の予定と書いてあるんですよ。３月中に

内示があるかもどうかわからんですよ。いずれにしても、その下に米印して、林野庁の

交付金及び環境省補助金について、いずれも予算規模は限定的でさまざまな条件が付さ

れているため、事業採択について見通しがつきにくい状況であると。また、前述の補助

金が不採択となった場合は他の制度を検討すると、こう書いてありますね。これがわか

りにくいんですよ。この補助金が採択されなんだらというようなことを書かれておるん

ですが。 

  そこでまずお聞きしたいんですけれども、こういうようなひょっとしたら補助金不採

択になるかもしれないというような状況、これ、町長が知ったのはいつごろですか。ど

ういう形で報告を受けましたか。 
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○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  林野庁の補助金が３月末という話が出たのは、私がすぐ町議の中で、岩田の公民館の

建てかえを実行するという協議をした中で初めて聞きました。３月２０日ぐらいにしか

内示が来ないというのを。 

（｢いつですか。いつごろですか。」と大石議員呼ぶ） 

○町長（奥田 誠） 

  初登庁してから３日、４日ぐらいですから、１０日ぐらいですかね。２月の。 

（｢２月１０日ぐらいですか」と大石議員呼ぶ） 

○町長（奥田 誠） 

  はい。 

○６番（大石哲雄） 

  その時分に報告をやっと受けたんですか。 

（｢そうです」と奥田町長呼ぶ） 

○６番（大石哲雄） 

  どういう印象でしたか。補助金がもしなくなったら、これはえらいことになったとい

うように思わなんだですか。 

○町長（奥田 誠） 

  ですから、補助金をくれるかくれないかは、申請をしなければもらえない状況である

というのはわかっていましたので、その内示が２０日ぐらいということしか聞けなかっ

たもので、申請をしているのはしているという形は聞いていたんですけれども、内示が

２０日というだけしか聞いていなかったもので、これをしなかったらもらえないお金だ

と思いますので、申請しているのは現状ではよいとは判断をしていました。 

○６番（大石哲雄） 

  いや、奥田町長の責任じゃないですよ。こういうふうにずっと継続してきますから、

そういうような状況を聞かされてどう思ったかということです、びっくりしたか、僕ら

でもですよ、こんなことの状況になるとは思ってなかったんで、そこで質問するわけな

んですけれども、既に設計監理の１，５５０万というのが発注されておるでしょう、２

９年度に発注されておるんですよ。この発注段階で国の補助金交付が決定されているは

ずですよ。設計に出しておるんですから、注文しておるんですから。そうでしょう。設

計の注文を出している以上は、そういう情報が確認されていなかったらいけないと思う

んですよ。この段階でもし町当局が、渡した補助金が交付決定されなければ、この設計
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監理が少なくとも、これ無駄になります、１，５００万ほどですか、無駄になるという

ようなことを言われておったらですよ、この設計がもし補助金の採択がされなければパ

アになりますということを説明受けておったら、また別の、例えば鉄骨平屋にするとか、

あるいは設計の注文を出すのは交付決定が完全に見通しがついてからがいいんじゃない

かとか、いろいろコンパクトでもっと小さいやつに岩田公民館をしようやないかという

ような案が出ていたと思うんですよ。ところがもう町当局が推進してきたんですよ。こ

れ町当局が推進して主導してきたＣＬＴ工法ですよ。この設計監理の発注段階、２９年

の発注段階で、もう補助金が交付決定されるものとしてたかをくくって不確認のまま進

めてきたんと違いますかということを聞きたいんですよ。そこら辺はどういうように報

告を受けましたか。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  それにつきましては、私の細かい話は、ちょっと今聴取しているところでありますが、

実際、補助金の採択をしていただく前提には最善の努力をしてきたと当局には聞いてお

ります。その中でも補助金申請に当たっては詳細な設計が必要であるため、その経費が

詳細な設計書を上げるために、補助金の内示があったと聞いております。その点、細か

い話はちょっと担当課の課長のほうから説明をさせますので、よろしくお願いします。 

○６番（大石哲雄） 

  問題というよりも、補助金をもらうために詳細設計をせねばならなかったと今町長お

っしゃいましたけど、そうやな。 

（｢そうです」と奥田町長呼ぶ） 

○６番（大石哲雄） 

  詳細設計の期限はいつまでですか。２９年度やったら２９年度の終わりまでの契約と

違いますか。 

○議長（山本明生） 

  教育委員会生涯学習課長、新堀君。 

○教育委員会生涯学習課長（新堀浩士） 

  大石議員さんのご質問にお答え申し上げます。 

  一応、要望調査的なものが１２月ごろ来まして、そのときまではおおむね概算的な金

額でいけるものですけれども、今回２月１９日に正式な申請書を送らせていただいてお

りまして、そこまでの段階に、ある程度細かな金額、わかった状態で申請をしているも

のと考えております。 
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  以上でございます。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 

○６番（大石哲雄） 

  前町長と今の町長の引き継ぎでいろいろなことがあると思うんですけれども、いずれ

にしろこの補助金への見通しの甘さでこうなったということと違うのかなということな

んですよ。これかって、それでもほかの悪い要件が重なってそうなったのか、これ３月

中にそれはもう補助金が決定されて何もなかったら、これどうということないんですよ。

でも反対になるかもわからんと。そこの見通しの甘さでこうなった状況をつくってしま

ったのか、それともほかの悪い要件が重なってそうなったのかということなんですよ。

そこがどうもはっきりわからないんですよ。本当にわからない、僕はわからないんです

わ。見通しの甘さでそうなったのか、ほかの要件でこういうような状況変化が起こって

きたのか。というのは、設計監理の予算化されたときに一言も説明なかったでしょう、

そういうことは。もし補助金が採択されなんだら、この設計監理が無駄になりますよと

いうようなことは一言もなかった。そこの原因がはっきりわからんのですよ。 

  情報公開の点からも、また再発防止というような点からも、こんなリスクを背負わな

ければならないんですよ。非常に原因究明が大切やと思えば質問するんですけれども、

その点はどうですか、町長。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  今、大石議員さん言われるように、こうしたリスク、やはり見通しだけで立てるとい

うのは大変難しいと思いますので、私自身については今後についても必要な場合におい

ては前倒しの事務事業で進める可能性もありますけれども、そういうことがあった場合

には、各議員さんなり、今後話を進めていく岩田公民館の建設委員会のほうにもこうい

う形で相談をしながら私は進めていきたいと思っていますので、前町長のことで、話が

こう今なっているんですけれども、私自身は今後はきちんと説明責任をしながら進めて

いきたいと思っていますので、よろしくお願いします。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 

○６番（大石哲雄） 

  私もね、反省をしているんですよ。というのは、設計監理が予算化されたとき、国の

補助金交付決定が、私もあるものと思い込んでいたんです。その点の確認をしなかった
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し、質問もしなかった、で、見抜けなかったということもあるんです。反省点でありま

すし、同時に議会も反省する必要があると思うんです。一つ間違ったら１，５００万円

のお金が無駄になってしまうんです、消えてしまうんでしょう。そういうことをよく検

討もせず議決してしまったというような責任があるわけなんです。これ、反省している

ことを言うんですけれども。しかし、補助金交付、決定されればいいんですけれども、

本当に設計委託料１，５００万円がみすみす無駄にならないように祈るんですけれども、

無駄になるということもあるんですよ。今後、こういう不確実な要素があれば、町実施

事業についてはそのリスクをとにかく正確に示して、情報公開を前提に進めていっても

ろうていくことが、これ、最も大切なことになってくるかと思うんですよ。そういうよ

うな反省点も含めてそういうようなんですが、町長、もう一遍、どのように取り組まれ

るかお願いしたいと思います。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  私は、今、大石さんが言われるように、これまでのリスクについてはきちんと、今後

こういう形のものがあれば、先に各議員さんなり相談して、建築委員会のほうにも相談

してやっていきたいと考えています。 

  それと、今、設計費のほうが無駄になるのではないかということであれば、まずその

今の林野庁の分野がだめであれば、次にこれも同じＣＬＴ工法で、環境省のほうの補助

採択をいただけるような形で申請をしていきたいと考えております。そして、その後、

もしだめであれば、コンクリート工法で岩田公民館を建てる、その場合も今の設計費用

が負担にならないように、コンクリート工法でもその設計が使えるかどうかというのも

また今後検討はしていかなければならないと思うんですけれども、その分、全くゼロに

なるということじゃなしに、今の設計を使いながらコンクリート工法へ変更していくと

いう方向も考えておりますので、その辺ちょっとご理解をいただきたいと思います。 

 

○議長（山本明生） 

  大石君。 

○６番（大石哲雄） 

  今の町長の話では、林野庁があかなんだらあるいは環境省ですか、補助金がいずれも

不採択となった場合でも、公民館の建てかえはしますと。できたら今の設計に出してあ

るその金額もなるべく無駄にしないようにというようなことになるかと思うんですけれ

ども、ＣＬＴ工法によって、これ見せてもらいましたけれども、ＣＬＴ工法の設計と、
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それがなくなったときの工法、鉄骨、どんな工法になるかわからんですけれども、全然

違いますよ、それは。だから補助金を、設計に出した分を使って、その分を別の設計に

するというようなことは、それは中の重機なんか知りませんよ、設計は違うでしょう。

これは使えませんで、それは、と思いますよ。 

  例えば、補助金が不採択になった場合、その工法はどんなにするかということはまだ

具体的には考えていないんでしょう。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  今の段階では、先ほど言いましたように、ＣＬＴ工法の補助金が採択されるのが一番

いいのでありますが、本当に林野庁、環境省がだめであればコンクリート工法でありま

すけれども、それもコンクリートと鉄骨にするのかとか、そういう具体的な話はまだ私

のほうでは進めていないので、だから、コンクリート工法や鉄骨の工法に変わっても、

必ず一番最初にするのが岩田公民館の建てかえであるということを、これをこの間の愛

郷会の皆さんにも説明をする中で、私はそういうことを言いたかったもので、きちんと

この建てかえはするということの中でこういう工法の変更もあるんでご理解いただきた

いということで進めてまいりました。まだ決定はしておりません。どういう工法にする

かというのは。これ、今後の協議になってきます。 

○６番（大石哲雄） 

  ご理解をいただきたいと言われたらしようがないんですが、不採択になってもやると、

それでもその工法やあるいはいつごろになるかというような、そういうような時系列な

ことについては未定であるからご理解願いたいと、こういうことですか。 

○町長（奥田 誠） 

  そうです。 

○６番（大石哲雄） 

  それでは、公民館建築委員会への説明はどう考えられていますか。今、建築委員会は、

個人的な話なんですが、町長に話したときは、建築委員会は解散やと言われているんで

すよ。言われたんです。これ、個人的に話をしていたときですよ。みんなに確認してお

るわけ。でも、公民館建築委員会はもう解散やと、こう私は言われたんです。その点は

引き継いでおられますか。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 



－ 78 － 

  私は、建てかえの件については、前町長からの話は聞いておりますが、建築委員会の

解散とかという話は一切聞いてございません。 

  それで、もしこの今のＣＬＴ工法の林野庁の現在の補助金が不採択であった場合はす

ぐにまた建築委員会で、今まで建築委員会に諮問してもらって、この建物を建築してい

くという話が進められてきましたんで、不採択の場合は再度早急に建築委員会を開催し

ていただきまして、そこで協議をしていただいて、また林野庁の申請をしていくという

方向もきちんと話を進めていきたいと思っております。 

  解散ではなしに、私は引き続き建築委員会のほうの説明をして、建築委員会の皆さん

の次の要望も変わってくると思うんで、そういう話も進めていきたいと思いますので、

よろしくお願いします。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 

○６番（大石哲雄） 

  そうしますと、公民館建築委員がもうそのまま継続して、私も一委員になっている、

継続して必ず説明はしていくと、こういうことですね。 

○議長（山本明生） 

  奥田君、どうぞ。 

○町長（奥田 誠） 

  今大石議員さん言われるようにそのとおりです。きちんと説明をして次の新しい工法

のやり方に、工法というか、ＣＬＴのほうでもあるし、コンクリートのほうでも説明を

してきちんと進めていく考えがあります。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 

○６番（大石哲雄） 

  この建築委員会というのが町当局の主体で主導してつくったものなんですよ。僕らも

委員へ委嘱されたんですけれども、委員長はもう言いませんが、委員長はここの副町長

ですよ、そやから。 

○議長（山本明生） 

  副町長、山本君。 

○副町長（山本敏章） 

  今大石さんの言われたとおり、委員長は私が任命されてやっておりますので、建築委

員会につきましては、町長から直接解散するとか、解散しなさいという命令は受けてい

ませんので、ただ、先ほど町長のほうから説明がありましたように、今現在はＣＬＴ工



－ 79 － 

法で前向きにいっている話です。不採択になるかどうかを前提にして話をするんではな

くて、うちは一応採択になるという方向で取り組んでいますので、その採択が不採択に

なるという話になりましたら、当然建築委員会は解散させていただいて、その場でもう

一度説明させていただくのは説明責任としてあるとは思っています。よろしくお願いし

ます。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 

○６番（大石哲雄） 

  私の質問も、ほんまにこれ３月中に採択されると決まったら、この質問はあんまり用

のない質問なんです。それをわかりながらしておるんです。不採択になるかもわからん

ということなんですよ。だから質問しておる。そこら辺のことなんですよ。 

  小出町長は私たちもその説明会の席上で公民館の活用につきましては、岩田地区発展

の拠点にしたいと。市ノ瀬地区のように地域住民を主体とした地域住民による運営をお

願いしたいと、こういうように本当に力を入れて熱っぽく語っていたんですよ。いいこ

とおっしゃるなと思っていたんですよ。 

  感心もしたんですが、ところが、思いもよらん凍結宣言でしょう。それでも、それも

理由がはっきりしないままのいきなりの凍結宣言ですから、もう建築するのは凍結やと

いうんですから、これ、頭から水をぶっかけられたような感じなんですよ。これ、私か

ら言わせたらマッチポンプ、自分で火つけといて、自分で水かけて消したというように

思うわけですが、自分の手の上で公民館建築やから何とでもなるんやぞというような、

私から言わせたら、権力の横暴の一つではないかと思うんですよ。 

  こういうことは、町長、どう思いますかと聞きたいんですが、どうですか、町長。こ

れ、権力の横暴の一つと違いますか、そう思いませんか。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  今の大石議員さんの質問につきましては、前町長の方向でやってきたというだけしか

私は答弁はできませんが、私自身としましたら、今後については、きちんと勉強してい

って、そういう形で、直ぐに凍結だとか、一時停止だとかという言葉は出さないで、き

ちんと皆さんと相談した中で解決をしていきたいと考えておりますので、その点はきち

んとご理解いただきたいと思います。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 
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○６番（大石哲雄） 

  言いたかったことなんですわ。こういうことは引き継いでほしくはないと、こういう

ことはぜひとも引き継いでほしくないですから、そういうような今の町長の百点満点の

答えですよ、これ。ぜひともひとつお願いしたいと思います。 

  それで、この全員協議会の中にあったんですが、周辺の岩田公民館周辺のハード面の

改良についてもお聞きしたいんですよ。全員協議会の資料の中にも周辺道路整備につい

ては、公民館の建築計画とあわせて整備をすると説明されておったんですが、公民館、

周辺には岩田小学校もありますし、幼稚園もあります。それから、学童保育のあれもあ

ります。それから消防署と、いろいろ固まっているんですよ。あの前の通りが通学路と

もなっておるんですわ。長年にわたって、あそこの周辺の町道の拡幅を毎回要望してい

るんですよ、ずっと要望しているんですよ。これ、岩田の尾崎地区、方鹿地区も大坊地

区も全部固まって、立平地区も固めて要望したことがあるんですよ。６００万円の金額

は少ないんですが、載っておるのは。これ、公民館の前の通り、建築予定の前の通りを

広くするということだけじゃなしに、施設が固まっているんです。ですから、少なくと

も公民館からあそこの高井田橋というところがあるんですわ。方鹿橋のところで２つに

分かれているんです。そこのところを拡幅することをこの道路整備の中に含めていただ

きたいんです。これ、本当に拡幅の必要があると思いますわ。一度町長に現地へ来てい

ただいて、その現状をぜひ現地確認をお願いしたいと思うんですが、どうでしょうか。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  言われますように、裏の道は大変狭いと思いますので、一度大石議員さんと、それと

また建築委員会さんなり愛郷会の方なりと一緒に現地を確認して、どういうふうにして

いくかというのを検討していきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 

○６番（大石哲雄） 

  現地確認をしていただいて、検討していただくということなんですが、公民館建築と

並行してということがあるんですけれども、もしこの公民館建築のですよ、今言うたよ

うに補助金かいろんな面で先送りになりましても、どうせせんならんですから、周辺道

路が延期になりましても、周辺道路の整備の優先順位を上げていただいて、必ずしっか

り取り組みますという姿勢を地区住民に示していただいて、これ、約束していただきた

いと思いますが、いかがですか。 
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○議長（山本明生） 

  副町長、山本君。 

○副町長（山本敏章） 

  今現在、計画に上げているところをまず説明させていただきます。 

  まずは、あの部分に第３の屯所、消防署の屯所をもって動かしました。消防署の前の

ところの道を広げたいということです。今まで言われているように、高井田橋からこう

入ってくる、あの角度のところが曲がりにくいと。消防車両もそこをスムーズに行ける

ようにしたいんです。そういう格好で愛郷会のほうにお願いして、あの後ろの用地の部

分については分けていただきたいというお願いはしています。 

  そういうことで、あの拡幅部分についてはクリアできると思っています。現状は、今

のところはそこまでは見ています。それで当面は対応したいというのが当局の考え方で

す。 

  あと、道をさらに高井田橋向いて広げていくとなれば、あの周辺の田んぼ等の所有者

の協力も必要になってこようと思いますけれども、現在はとにかく、まず岩田愛護会が

持たれている用地の分のところで拡幅をまずすることによって、あの曲がりカーブの部

分というのはかなりクリアできると思いますので、そういう方向で今は検討していると

いうのが今の現状であります。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 

○６番（大石哲雄） 

  そのとおりであろうと思うんです、今の現状は。それを進めていっていただきたいと

いうのは、今言うたように、ちょうど今の時期を逃したらですよ、これを言う機会がな

い。今まで何遍も、何年にもわたって、ここの今言うた田んぼを買う必要もあるかない

かわからんですよ。しかし、側溝のふたをすれば十分取れる、あるんですよ、広さは。

そこを見てくださいということですよ、見てくださいということです。それで一旦は質

問でございます。それでは、これで岩田公民館の質問は終了します。 

○議長（山本明生） 

  続きまして、どうぞ。 

○６番（大石哲雄） 

  え。 

○議長（山本明生） 

  次いかれるんですか、富田川の件で。 

○６番（大石哲雄） 
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  聞こえないのよ、何て。 

○議長（山本明生） 

  富田川の件。 

○６番（大石哲雄） 

  富田川の質疑に入っていいですか。 

○議長（山本明生） 

  はい、どうぞ。大石君。 

○６番（大石哲雄） 

  さっきの質問で、今の質問で現地へ町長行ってくれるようになりました。立ち会いし

てくれるようになりましたね。そのときに岡川の堤防を走っていただきたいんですわ。

岡川の堤防走っていただきたい。それで、岡川を見ていただきたい。その岡川の河床を

見ていただくと、アシが茂って、それから柳の木が生えて、その柳の木が水によって倒

されて、そこに泥がたまって、もう河床がすごく上がっているんですわ。その河床をま

ず見ていただきたい。その河床を見ればですよ、今はやりの局地的豪雨、ゲリラ豪雨で

すか。こんなんが来れば、これは大変な災害になるだろうということが一目でわかると

思いますわ。一遍それも見てくださいね。それをお願いして、これ、洪水のハザードマ

ップがあるんですよ。このハザードマップには内水氾濫危険箇所が示されています、内

水氾濫危険箇所というのが。この内水氾濫の概念はですよ、浸水ということです、浸水、

単なる浸水。富田川あるいは岡川が増水してですよ、浸水という概念はですよ。富田川

あるいは岡川が増水して、それ以外の町内の消火栓がそこの富田川あるいは岡川の何か

に入りにくくて、そしてあふれて床上浸水あるいは床上か床下か知りませんけれども、

そういうような災害、浸水災害ですね。そういう災害の可能性がありますよということ

でよろしいんでしょう、このハザードマップの認識は。どうなんですか。 

○議長（山本明生） 

  副町長、山本君。 

○副町長（山本敏章） 

  まず基本的に洪水という概念だと思います。ハザードマップをつくるに当たっての洪

水という概念です。それは気象庁であったり消防庁の概念というのは、例えば洪水で堤

防を水が越える、越水、これも越水ですわ。それから堤防が水で壊れてしまう。それに

よって氾濫を起こす。それから、例えば富田川でしたら、支川から富田川の河川が水が

達して、それで支川から入ってきた水で、先ほど言われますように、それが富田川に抜

けなくなってしまって、それで浸水すると。そういうのを総括的に洪水災害といいます。 

  そこに載っているハザードマップは、あくまでもハザードマップの洪水です。だから
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浸水も当然含んでいます。 

○６番（大石哲雄） 

  洪水と。 

○副町長（山本敏章） 

  それ同じことなんですよ。洪水災害というのは、いわゆる越水して内水面に入る水の

こともいいますし、堤防が決壊して氾濫を起こすこともそうですし、内水面、いわゆる

富田川の水、本流からの水がはけなくなってしまって、それに内水面の水がつかえてし

まうと。それで下流地域から浸水してくると。それも含んでの洪水なんですよ。という

概念でつくっています。 

  そういう意味で、今までつくってきた内容で、例えば平成２３年とか、その前の昭和

の代にもあったと思います。そういう中で、いわゆる内水面で浸水した地域を捉まえて、

そのハザードマップをつくっています。という格好で押さえていただいたら結構かなと

思うんです。 

○６番（大石哲雄） 

  それはこの洪水とも書いておるんですよ、洪水と書いている。 

○副町長（山本敏章） 

  だから洪水なんです。 

○６番（大石哲雄） 

  洪水、いうたら内水面の氾濫なんですか。 

○副町長（山本敏章） 

  ちょっともう一遍いいですか。 

○議長（山本明生） 

  副町長、山本君。 

○副町長（山本敏章） 

  だから、すみません、もう一度、では、僕の説明が悪かったかわかりません。もう一

度言います。 

  洪水災害の中には種類として、いわゆる堤防から決壊する場合、堤防が決壊して氾濫

を起こして、水が中に内水面で出てくる部分。それから、越水して、いわゆる堤防を越

えてしまって水が中に入ってくる部分、それから本流の水がつかえてしまって、支川の

水がはけなくなって、いわゆる支川の下流部分から内水面に浸水してくる部分、それも

全てが洪水なんですよ。 

  だから、ハザードマップはハザードマップの洪水という表現にしているということで

す。それでご理解お願いします。 
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○議長（山本明生） 

  大石君。 

○６番（大石哲雄） 

  はい、わかりました。 

  そうしますと、富田川にも岡川にも洪水発生の危険はあるということです。危険持っ

ているということやろ。 

○議長（山本明生） 

  副町長、山本君。 

○副町長（山本敏章） 

  それは、当然富田川にもありますけれども、それは和歌山県全域の熊野川においても

同じことやと思うんです。いわゆる本流に向かっている支川がある川があれば、必ず本

流がつかえる場合、支川もつかえてくるんで、水が入らなくなってしまうんで、その支

川の下流地域は浸水を起こすというのは起きてくると思う。それも災害やと思います。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 

○６番（大石哲雄） 

  そうしますと、言われるのは富田川の洪水も岡川の洪水も町の災害対策の中では想定

内の中に入っているというように理解してもよろしいねんな。想定内の中、この。 

○議長（山本明生） 

  副町長、山本君。 

○副町長（山本敏章） 

  そのハザードマップをつくったのは、そういうことも想定していますよということな

んです。だから注意してくださいねと、注意喚起を持っています。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 

○６番（大石哲雄） 

  想定内でやってくるので、この防災に対して反対するということはないと思うんです

よ。これ、例えば命を守るためとか言われたら、絶対反対のしようがないですわね。こ

れで命を守るために何々をせえとかですよ、何々せなんだここのやつが災害が発生する

となっている、するというような脅し防災ですけれども、過剰防災・脅し防災、これは

もうすることはないと思うんですよ。 

  ところがですよ、一番町としてやるのは想定内になる、想定内の範囲内の災害対策を

するというのがまず第一番の大切なことでしょう。 
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  そうしますと、今みたいに岡川、僕は岩田しか言いませんけれども、岡川や田熊川で

すよ。これ、災害の発生する想定内ですよ。そこの想定内の箇所を上がってですよ、住

民から危険やと言われとるんですよ、非常に危ないと言われているんです。誰が見ても

危ない。それを想定内のことだったら、その災害を防いでいこうとするのが町の大切な

態度だと思うんですけれども、それはいかがですか。 

○議長（山本明生） 

  副町長、山本君。 

○副町長（山本敏章） 

  基本的なところでもう一つお話せなあかん部分があろうかと思います。 

  それは支川の河川の管理しているのは県です。県に対しては常に要望しています。そ

のことについて、まずご理解、一旦していただきたいと思います。 

  それと、例えば県のほうも予算というのがあります。県内全体見て、県が見た目で一

番危ないところから改修しているのが今の実態だと思います。 

  町としても、この部分をやってくださいというのは、それぞれの支川で県のほうへ出

しています。出していますけれども、町費の持ち出しでできるような事業じゃないんで、

想定内事業だという想定をしているからこそお願いはしていますけれども、最終的に、

それに予算をつけて実施するのは県だと思います。 

  だから県が例えば熊野川でもそうですけれども、あれだけ氾濫していても、なかなか

改修できないというのが、いろんな条件があってできないんですよ。それは、やっぱり

自然災害だと思うんです、想定内であったとしても。 

  以上でございます。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 

○６番（大石哲雄） 

  一番最後に、締めくくりに質問しようというところです、思っとったところなんです

わ。これは県の河川の災害管理というのは知っております。何遍も質問したことがある

んですから。県の災害の、県の河川管理ということは、これは十分承知しています。 

  前にも一回質問して、岡のあっちでも●●●●●●●●、松本商店から上は、こうい

うように蛇行しているから堤防が甘いということで、堤防コンサルタントにかけて、堤

防の強度を調べてくれと言うたこともあるんですよ。それで前町長はあそこの箇所を直

してくれました。その下側のことなんですよ。だから、県の河川管理というのはもう十

分わかって、町も十分してくれているというのは承知ですよ、これ。承知して言うてお

るわけ、全然してないとは一言も言うてない。 
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  しかし、今でも下側が非常に危ない状態になっているから、町の想定内の災害である

んだったら、どんどん県のほうに言って、地元住民の声を聞き届けといてあげてくれと

言うておるんですよ。聞き届けてくれるように早く言うてくれ、早期に河床を整備して

くれと言うておるわけですわ。そこら辺だけです。 

○議長（山本明生） 

  副町長、山本君。 

○副町長（山本敏章） 

  まず、すみません、岡川について、そうしたら。 

○６番（大石哲雄） 

  岡川と田熊川ですわ。 

○副町長（山本敏章） 

  今岡川のほうは平成２８年、２９年にかけて岡地域についてはしゅんせつを進めてい

るというのは、もうそれは議員もご存じだと思います。 

  言われているのは、それから下の話だと思うんです。だけど、それについても、いわ

ゆる県もやっぱり予算がありますので、危険であるということは、僕らももう大概言っ

ています。言ってますので、今後またさらに岩田地区のほうからこういう話があるとい

うことについては、担当課のほうから県のほうへは言うようにはします。それでお願い

します。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 

○６番（大石哲雄） 

  ちょっとお茶を飲ませてくださいね。 

○議長（山本明生） 

  はい、どうぞ。 

○６番（大石哲雄） 

  もう一点、念のためなんですが、富田川の洪水のことなんですけれども、砂利を採取

されてきたでしょう、真砂利。砂利採取をされて河床が下がったかどうか、砂利採取も

災害対策の一環だと、僕、まあまあそれは認識もあるんですが、その砂利を取ることに

よりまして、堤防のところ護岸のブロックの底がつって、あちこちでブロックが壊れて

おるんですよ。現にヤマヨさんの前、下側のところも壊れて、積み直して、また上が壊

れている。そして田熊川の田熊のあそこは水上がりがどうかわかりませんが、あそこも

崩れかけている。それで、あそこのコスモス園の上側も大きく崩れて、今直しましたけ

どね。そういうような状況が起こっておるんです。砂利を取ることについては別途何も
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ないですけれども、そういうようなことは、どういうような認識になっているかという

ことをちょっとだけお聞きしたいと思います。 

○議長（山本明生） 

  産業建設課企画員、川口君。 

○産業建設課企画員（川口孝志） 

  ６番、大石議員さんのご質問にお答えします。 

  砂利採取と護岸の影響につきましては、砂利採取計画の中では、基本保安距離、護岸

から１５メートル以上離れよと。隣接する護岸には根入れを確認してしゅんせつせよと。

それで、ローウオーターレベル、平常水位から５０センチ以上の土砂を取りなさいとい

う条件がついてございまして、しゅんせつと現在の災害の関連はないと考えております。 

  以上でございます。 

○６番（大石哲雄） 

  それはしゅんせつと災害は、おそらくそれは関係はないでしょう。あると言うたら、

えらいことになりますからね。しかし、護岸が崩れているということもよく認識してい

ただきたいと思います。 

  災害は、とにかく過剰災害認識とか、脅し災害認識って、これ、よくないとは思うん

ですよ、思うんですが、とにかく発生したら、被害を受けるのは上富田町の町民ですか

らね。それをよく認識していただいたら、どういう対策をどういうふうにするべきかと

すぐわかると思うんですよ。ぜひともひとつ要望聞いていただいて、取り組んでいただ

きたいと思います。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  今大石議員さん言われるように、富田川の関係につきましても、しゅんせつはしゅん

せつで工事のほうも入りたいと思いますし、それで、今後は県に対しても、今大石議員

さん言われますように、護岸の下がちょっとあらわれてあるということも、県のほうも

確認してもらうような形で担当課から県のほうへ説明させますので、よろしくお願いし

ます。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 

○６番（大石哲雄） 

  それでは次に移りたいと思います。 

  次は……。 
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○議長（山本明生） 

  暫時休憩します。ちょっと５分ほどお願いします。暫時休憩。 

───────────── 

休憩 午前１０時５０分 

───────────── 

再開 午前１０時５８分 

───────────── 

○議長（山本明生） 

  再開します。 

  どうぞ、大石さん。 

○６番（大石哲雄） 

  少し質問が長いと言われたんですが、私はひょっとしたらこれが最後の質問になるか

もわかりませんので、町長は答え始めやけれども、これ、ほんまに最後になるかもわか

らへん。ちょっと我慢してお聞きをしていただきたいと思います。 

  木質バイオマス発電について伺います。 

  この発電所については、まず企業誘致という概念か企業進出という概念か、町当局の

どういう認識か、まずお聞きしたいと思います。 

○議長（山本明生） 

  産業建設課長、菅谷君。 

○産業建設課長（菅谷雄二） 

  よろしくお願いします。 

  結論から言います。町のほうは事業側が我が町に企業進出した計画として判断してご

ざいます。経過としまして、今回の救馬谷地区で予定されております事業につきまして

は、当初、田辺市のほうで計画されておりました事業で、林地開発の協議の中で、地元

の水利組合の同意が得られず、このため、田辺市での事業を断念した経緯がございます。 

  しかし、和歌山県やこの地方の林業関係者等のほうから事業の要望を事業者が受けま

して、引き続きこの地方で事業の可能性がないかということで模索しました。田辺市の

ほかの地区やと上富田町での実施ができないかということで、事業者側から実施に向け

た候補地がないかということで相談がありました。このような中で、事業者側から田辺

市の計画地の隣接の農地で実施ができないかという話がございました。 

  再度になりますけれども、町としましては、事業者側がこちらのほうに事業できない

かということで、相談がございましたので、企業進出という判断をしてございます。 

  以上です。 



－ 89 － 

○議長（山本明生） 

  大石君。 

○６番（大石哲雄） 

  今の説明ですと、一応は企業進出として捉える。進出という概念でいい、こういうこ

とになって、進出ということ。誘致ということであれば、どうぞおいでくださいと、ど

うぞ来てくださいというようなことですから、いろいろな問題、諸問題、地元対策とか

いろいろ問題があると思うんですが、そういうような対策については、町が主体となっ

て問題解決に当たりますと、こういうような立場になるかと思うんです。 

  企業進出ということであれば、そういうような一切の問題、地元対策含めて、これ企

業の責任になります。そこら辺の違いで、かなりの進出と誘致と違うというようなこと

を思いますので、聞いてみたわけなんですが、一応は企業進出というように捉えている

ということですね。そうですね。 

○議長（山本明生） 

  産業建設課長、菅谷君。 

○産業建設課長（菅谷雄二） 

  はい。進出として捉まえてございます。 

○６番（大石哲雄） 

  それで、これの用地があるんですが、用地の選定とか、あるいは購入、あるいは梅畑

ですから、農地転換ってあるでしょう。これまで町当局はそういうことに対してどうい

う働きをしてきたのかということをお聞きしたいと思います。 

○議長（山本明生） 

  産業建設課長、菅谷君。 

○産業建設課長（菅谷雄二） 

  まず、用地の選定につきましては、町としまして相談を受けた中で、生馬にあります

上富田のメガソーラーの隣接した場所に事業ができないかということで、事業者側に提

案した経緯がございます。しかしながら、事業者の調査で、発電した電力の送電線の容

量、また、新たに送電線を設置する工事の必要性や期間、費用の面で難しいと判断され

ました。その中で、事業者側から田辺市に隣接した、先ほどもお話ししました用地をこ

こで実施できないかと相談がございました。そのときに、その農地につきましては、前

町長さんですけれども、この所有者の代理人からこの農地についての相談があったとい

うことで、今回の事業用地として、農地の所有者と発電の事業者との紹介というのか、

接点を持たせていただきました。 

  今回の事業につきましては、所有者と事業者による農地転用、５条申請という形で処
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理というか、申請がございます。これを町としましては５条として許可し、また、開発

については事業者から申請があったため、これも許可してございます。また、事業者に

おいて地元説明、町としましては、県や地元の林業関係者からこの木質バイオマス発電

の必要性をお聞きしてございましたので、町内会の総会やとか役員会に参加をさせてい

ただきまして、同意を得られるような形で協力をしてございます。 

  以上でございます。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 

○６番（大石哲雄） 

  今、説明。町長、これは企業進出として捉えているということでよろしいんやな。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  そのとおりです。先ほど課長のほうが答弁しましたように、企業進出という形で捉ま

えていただきたいと思います。 

○６番（大石哲雄） 

  用地の選定、これは向こうから相談があるから、いろいろ町としてもこれはどうなの

か、これはどうなのかというようなことがあるんですが、農地転換も所有者と企業が話

しして、直接転換させるような書類はもう向こうで任せてつくったと、こういうことで

すか。 

○議長（山本明生） 

  産業建設課長、菅谷君。 

○産業建設課長（菅谷雄二） 

  基本的には所有者と事業者が申請を、自分でつくりまして、開発の事業計画を添えて

農業委員会のほうへ５条転用を出されたと伺っています。 

  以上です。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 

○６番（大石哲雄） 

  この工事のタイムスケジュールをいただいておるわけなんです。これ、２９年７月の

資料なのでどうかわからないですが、後でいただいたのとほぼ同じと思いますが、２９

年１１月末で土地の売買契約、それから、土木関係の工事発注、給水工事、こういうよ

うなことも発注となっておるんです。多分、このとおりかどうかわからないですけれど
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も、このタイムスケジュールどおりにはなっていっているんですか。 

○議長（山本明生） 

  産業建設課長、菅谷君。 

○産業建設課長（菅谷雄二） 

  私どももスケジュールにつきましては、事業者側が事業としての進行の中でつくって

いきます。今回、町のかかわる部分、許可とか農地転用、その他の部分については、お

おむねスケジュールどおり進んでいるという判断をしてございます。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 

○６番（大石哲雄） 

  ほぼこのスケジュールどおりになっていると思うんですが、その中で、例えば給水、

水道工事、普通我々一般が事業を興します。今ある給水管からそこの事業者のところま

で自己負担でやらなならんと思うんです、ずっとひくものですから。 

  そういうような自己負担にするべきところが、町がひいてやるとか、あるいは造成工

事、これについてはどうなんですか。この造成工事はこの会社が、グリーンハットやね。

これがやるんですか、どうですか。その２点だけ。 

○議長（山本明生） 

  産業建設課長、菅谷君。 

○産業建設課長（菅谷雄二） 

  まず、造成につきましては、事業者側が設計を今、していまして、また発注にかかる、

６月ぐらいから造成工事に入ると思います。給水につきましても、事業者が発電に係る

冷却の部分については、自分の中で給水場所を設け、そこへ持っていくような形で今、

計画されております。 

  事業所の中に、事務所部分ですね、そこにある給水、事務部分のトイレやとか一般部

分の給水については、普通の給水申請をされて、町のほうから給水の手続でメーターを

出すと。ですから、事業関係は全部、費用的には事業者側が負担する形になってござい

ます。 

  以上です。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 

○６番（大石哲雄） 

  造成を企業者がやって、造成も企業がやって、それから、今の水道関係も全部企業が

負担すると、そういうことの理解でよろしいということですね。はい。 
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  この企業と公害防止協定というのを結んでいるのも知っているんです。私たちも産業

民生常任委員会で三条市の、現地の視察研究にも行ってきたんです。そこで、騒音、振

動とかには問題なくて、企業として周辺地域住民によく、周辺住民とよく協力し合って

いるなというような企業だなというような印象を持って、帰ってきたんです。 

  ところが、１２月議会の終了時に、救馬谷の町内会長さんが議会に来られまして、こ

れは全議員の前なんですが、救馬谷の町内会は企業立地に、進出に反対ですということ

を明確に言われたんです。 

  町としては、企業進出という認識であれば、法律に基づいて粛々と対処して、問題点

は企業責任やということも考えられるんですけれども、しかし、そうはいっても、町内

住民の皆さんのことでありますから、理解を得る必要があると思うんです。今、言うた

企業進出だったら、法律に基づいて粛々とやっていくという考えで済ませるのかどうか

ということもお聞きしたいと思います。 

○議長（山本明生） 

  産業建設課長、菅谷君。 

○産業建設課長（菅谷雄二） 

  地元ですけれども、昨年の４月から、先ほども重複になりますけれども、町内会の総

会やとか水利組合、町内会で組織する役員会のほうへ、町やとか振興局の担当とか、ま

たは森林組合、また県の森林組合の連合会のほうから出席をさせていただきまして、実

施に向けた理解を求めてきたところです。 

  事業の必要性は地元の方々、この木質バイオマス発電というのは必要という理解はい

ただきました。ただし、この地区ではだめですよという話をされています。町として、

先ほど言われるみたいに、各法令の関係に定められた基準を守られている以上、事業者

側に町や地元の関係者との協議の意向、町の要望とかいろんなことを守ってくださいよ

とかいう要請、要望、地元のいろんな交通量の関係とかという形で、心配されるような

ことに対して、十分協議をしていきますよという意向が事業者側にある場合、開発とし

ては許可せざるを得んという判断をしましたので、これを昨年に許可してございます。 

  また、今後、この木質バイオマス発電の公害防止対策協議会、仮称ですけれども、設

置に向けて、地元の方々や関係者の意見を聞く場を設けまして、事業者において、でき

るだけ理解をいただく努力をしてもらうと。また、町においても、県や森林組合等の協

力をいただきながら、事業実施に向けた取り組みを進めてまいりたいと考えております。

よろしくお願いいたします。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 
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○６番（大石哲雄） 

  ちょっとわかりにくいんやけど、法律に基づいても、言うてこられたら仕方がないな

という立場をとるのか、いや、やっぱりもっと企業と地元町内会と話しして、それが解

決するまで待てというような立場をとるのか、どっちかということです。それはどうか

ということです。 

○議長（山本明生） 

  産業建設課長、菅谷君。 

○産業建設課長（菅谷雄二） 

  一応、開発の許可はもう出してございますので、基準値、例えば県が定めた公害防止

における基準値がございますので、それについては、例えば騒音でありとか煤煙とか、

いろんな基準値がございます。その基準値を下回っているという、基準を守っているよ

という計画であれば、これは許可せざるを得ないので。 

  ただし、先ほど言いましたように、地元も含めた中で、公害防止対策協議会を設けた

中に、地元からみんな入ってもらって、その意見を聞いて、心配される部分について問

題がないという方向を説明していってもらうように努力していただきたいと事業者側に

は話をしてございます。 

  以上です。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 

○６番（大石哲雄） 

  そうしますと、地元対策協議会、今もう、現在あるんですね。設置されているんでし

ょう。まだ設置されていないのか。 

○議長（山本明生） 

  産業建設課長、菅谷君。 

○産業建設課長（菅谷雄二） 

  現状については、まだ設置されていません。地元のほうに今後働きかけて、役員会の

ほうに出ていただきたいという形で話していきます。ただ、ちょうど３月になりますの

で、役員さんも交代される時期になります、４月に。また交代された後、また委嘱とい

う形になります。委嘱というか、参加ということになりますので、４月の冒頭でお願い

していこうかということで、判断しています。 

  以上です。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 
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○６番（大石哲雄） 

  この地元対策協議会は、そうしますと、町主導でやっていきたいということか、それ

とも地元からこういうのをつくってくださいということできたか、町主催でやっていく

のか。 

○議長（山本明生） 

  産業建設課長、菅谷君。 

○産業建設課長（菅谷雄二） 

  できましたら町のほうで組織した形で、町内会、水利組合の役員の方に入っていただ

いて、組織していくほうが、いろんな事務的な手続とか、事務的な作業とかというのは

ございますので、できたら町主導でつくらせていただきたいなと。 

  ただし、組織的な部分は、一旦町内会にも相談して、水利や地元の役員さんをどの程

度入ってもらったらいいかなという相談はかけていきたいなと思っています。 

  以上です。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 

○６番（大石哲雄） 

  議会といたしましても、これ、町内会の会長さんが説明に来られて、反対ですと言わ

れたんですけれども、議長中心にして、どう対処するかということをまだ何にも話もな

いんですけれども、議会として、反対という意思表明された以上は、何らかのことも聞

かなならんかと思うんですけれども。 

  いずれにしろ、この企業進出というのは、企業立地は、町にも経済効果とか雇用面と

いう意味でも利点はあることはあるんですよね。そういうことをよく町内会の皆さんに

も説明して、理解を得られなくてもしようがないとは思うんですけれども、しかし、い

ずれにしろ、そこまでに町内会が反対するというような意思を明確に表されましたので、

議会と伴って、私はどんなものかなと思っているんですけれども、もしこの企業進出に

ついて、何か優遇制度とか、そういうようなことを用いる、あるいは資産税の免除とか、

そういうような優遇措置はしないんですね。するのか。 

○議長（山本明生） 

  税務課長、橋本君。 

○税務課長（橋本秀行） 

  ６番、大石議員さんのご質問にお答えいたします。 

  このたびの質問事案に関する今現時点での町独自の判断基準による税の優遇措置等は

ございません。 
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  ただし、法律に基づきまして、支援制度を利用する企業が、工場等の新設や増設、設

備投資を行う際、国や県の規定する要件を満たした場合にですけれども、当町の固定資

産税の課税免除の適用があります。具体的に言えば、３年間の課税免除という形です。 

  ただし、これは償却資産は対象外という形です。 

  しかし、課税免除の特例を受けるか否かは、事業所側の判断となります。 

  以上です。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 

○６番（大石哲雄） 

  企業者がどう判断するかわかりませんけれども、いずれにしろ、そういうような特例

で優遇制度が受けられるいうたら、恐らくくると思うんです。そういうような優遇制度

を、例えば使用させるのであれば、特に固定資産税も資産税も、町民は全部取られるん

ですから、優遇制度はないんです。その優遇制度を使って利用させるのであれば、そし

て、また企業進出ということを意思でやるのであったら、特にみんな公平感覚を持たせ

るためにも、救馬谷の町内会の皆さん、あるいは周辺住民の皆さんの理解を得る必要が

ありますよ。優遇制度まで使って、企業立地を進めるんですから。そこら辺の理解を得

る努力は、十分しなければいけないと思うんですけれども、その点、町長、どうですか。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  そうですね。やはり今の救馬谷町内会のほうと、先ほど菅谷課長が申しましたように、

公害防止協定の中にもそういう文言とかそういう、救馬谷町内会の皆さんも水利組合も

そうですし、意見を聞き入れて、公害防止協定の中へ入れて、それで理解を求めていく

という方向で持っていきたいので、町のほうの職員のほうが、一番全体的な、事務的な

作業が早いと思うので、そういう形で、町が主体となって、またやっていきたいと思い

ますので、その点はご理解いただきたいと思います。 

○６番（大石哲雄） 

  ぜひともこの企業も、それから救馬谷町内会の皆さんも納得できるような形で、町主

導でいかな、これは仕方ないと思うんですけれども、ただ、法律的に粛々とやっていく

というようなことじゃなしに、ぜひともしっかり取り組んでいただきたいと、このよう

に思います。 

  それでは、その次に、保育所の民営化について。 

  もうこれで質問、私は最後かもわかりませんので、まだ４０数分ありますわ。 
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  小出町長から保育所民営化ということをどう引き継いでいくかという質問なんです。

私は産業民生常任委員会で聞いたところ、保育所の民営化を粛々とやっていくというよ

うなことを申されたこともありまして、田辺の民営化している保育所の例も出されて、

勉強もしているというようにも申されました。 

  私も去る９月の常任委員会の席上で、時系列的に、この保育所の民営化は、小出町長

の手で成し遂げようとしていると思っているのかと聞いたところ、その問題には今はノ

ーコメントと、こういうように言われました。今から思えば、後任に任せますというこ

とであったのかなとは思うわけでございますけれども、そこでまずお聞きしたいんです

が、この町当局として、民営化へ向けての取り組み、どの程度の段階まで取り組んでこ

られているか、まずお聞きしたいと思います。 

○議長（山本明生） 

  住民生活課企画員、十河君。 

○住民生活課企画員（十河貴子） 

  ６番、大石議員のご質問にお答えいたします。 

  現段階までの検討状況につきまして、平成２８年度、２９年度の取り組み状況を報告

させていただきます。 

  まず、公営保育所から民設民営化し、平成２９年４月に開所いたしました田辺市のま

ろみ保育所の移転整備について、田辺市子育て推進課からお話を伺っております。 

  次に、平成３年に田辺市から移譲を受け、民設民営化した会津保育所の保育内容につ

いて視察を行いました。平成２９年度には複数の幼稚園と保育所を統合して、２つの公

設民営の認定こども園を開設いたしましたかつらぎ町へ視察を行っております。視察を

通して、民営化の手法により財政的な負担に差異があることが判明しております。現在

は、民営化による影響、効果につきまして研究をしている段階でございます。 

  ２０１９年度から幼児教育の無償化が段階的に開始、２０２０年度には全面的に開始

となる予定でございます。制度改正による影響もあわせ、今後も研究が必要であると思

っております。 

  以上でございます。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 

○６番（大石哲雄） 

  ２９年度までの取り組みについて言ってくれましたけれども、これは奥田町長、この

保育所民営化について、今の２９年度の時点でこうですけれども、どう引き継いでいく

のか、民営化へそのまま進んでいくのか、それとも一旦は凍結するとか、権力の横暴や
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ないけれども、凍結するのか、その方向性をまずお聞きしたいと思います。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  民営化の推進、凍結かということでありますが、私自身は、今現在行っているように、

民営化については継続して民営化の話を検討していきたいと考えております。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 

○６番（大石哲雄） 

  奥田町長としては民営化へ進めていくというような方向性を持っていると、こういう

ことで確認したいと思うんですけれども、どうして民営化を継続していくかという理由、

奥田町長の見解をちょっと聞きたいと思います。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  保育所の現在の運営費につきましては、平成２９年度で３億５，３７６万円出してい

ます。それと、この３０年度の当初予算につきましては３億６，４０４万円と、少しず

つではありますが、保育のほうへ出す予算のほうが高額になってきて、３億円以上とい

う高額になってきております。その中で、今後の幼児の無料化が始まった場合に、現在

約６，０００万円が保育料として入ってきているわけでありますが、保育料が入ってく

る歳入の負担が少なくなってくるわけであります。 

  それについては、現在、運営費の約７割が６，０００万円として入ってきているんで

すけれども、今後、一般財源を出す比率、今回、収入が少なくなれば、保育所の運営費

にかける金額がふえてくるわけでありますので、そういうことを考えながら、町の財政

を考えれば、民営化の手法も含めて、こういう形で検討していきたいと考えております。 

  それで、参考でもありますが、もし３歳から５歳児のうちで、幼児の教育の無償化に

なった場合であれば、１カ月で今、約５００万円の収入があるわけですが、それが約３

５０万円ぐらいに減って、１カ月に１５０万円ぐらい減ってくる状況になるので、その

分がまた町の一般財源の負担となってきますので、今後はもう本当に民営化に向けての

検討も進めていかなければならないという考えで検討していくという形の理由とさせて

いただきます。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 
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○６番（大石哲雄） 

  後で今おっしゃったこと、聞き直したらわかるんです、記録されていますから。その

資料をいただけますか。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  それについては、住民生活課のほうにありますので、その辺は提出させていただきま

す。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 

○６番（大石哲雄） 

  今の理由を聞くと、大体財源的なことで民営化という方向で進めるというようなこと

なんですけれども、前、小出町長は、もちろんこの財政的なこともおっしゃっていまし

たけれども、経営の形態、あるいは中で働く方のこともどうかわからないですけれども、

やっぱり私のほうがはるかに進んでいると。どういう意味で進んでいるか、はっきり確

認しなかったけれども、はるかに進んでいると。だから、やっぱり民営化は必要なんだ

というようなことも言われていました。 

  財政的なことだけでなく、中で働く環境とかいろんなこともあると思うんです。そこ

ら辺のことも十分考えて、民営化ということを進めていっていただきたいと思うんです

けれども、奥田町長、財源のほかにそういうようなことは考えられるんですか。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  やはり今現在、保育の中でも、保育士の確保というのが難しい面も出てきています。

やはり今、大石議員さん言われますように、私立の民営化のほうが給料がいいとか、施

設の入所した形の子供たちから、保護者からもらえる収入もいいわけでありますが、そ

の辺は職員の待遇の違いも出てきますし、そういうこともあって、もしできれば民営化、

その中においても、逆に今度、今の公設の保育所を民営化に移す場合であれば、企業が

そこへ入ってきてくれるかどうかというメリット、デメリットもあると思うので、その

辺も今後検討しながら、そういう形で進めていきたいと思います。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 

○６番（大石哲雄） 
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  町としては、民営化の方向へ進んでいくということに対して、短期的に考えているか、

中期的に考えているか、長期的に考えているか、これはどうですか。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  今のスケジュール的な部分につきましては、中長期的な考えをもってやっていきたい

と。今の保育の現状を見きわめながら、中長期的であれば、５年から１０年ぐらいのス

パンで考えていければ、ちょうどいいのではないかなと私自身は考えています。それも

今、この間はちょっと住民課と話ししたばかりなので、細かい説明はできませんが、大

まかにはそういう形で思っております。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 

○６番（大石哲雄） 

  わかりました。 

  では町長、最後に現在の、前も言うた取り組みに対する考え方、変更はないと断言で

きますか、それともある一定の条件があれば凍結しますというようなことを言う可能性

はありますか。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  今、私が申し上げましたことにつきましては、現在のところは凍結とか一時中断とい

う形はありません。今後、民営化に対しては、研究、検討を重ねてまいりたいと考えて

おりますので、その点、よろしくお願いします。 

○議長（山本明生） 

  大石君。 

○６番（大石哲雄） 

  最後に質問じゃない、要望です。 

  私的に考える権力の横暴だけは引き継がないでいただきたい、このことを申し上げて、

質問を終わります。 

○議長（山本明生） 

  午後１時３０分まで休憩します。 

───────────── 

休憩 午前１１時３１分 
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───────────── 

再開 午後 １時２９分 

───────────── 

○議長（山本明生） 

  再開します。 

  引き続き一般質問を続けます。 

  １番、松井孝恵君。 

  松井君の質問は、一問一答方式です。 

  町長の公約、中学校卒業までの医療費の無料化についての質問を許可します。 

○１番（松井孝恵） 

  それでは、どうぞよろしくお願いいたします。 

  本日、私は、奥田町長の公約である、中学校卒業までの医療費の無料化について質問

をいたします。 

  まずは、奥田町長、ご当選おめでとうございます。４１年ぶりに行われる選挙という

ことで、どのようなことになるのかと思いましたけれども、比較的穏やかで、実にフェ

アな選挙であったなと私は思っております。４１年ぶりということで、選挙のノウハウ

もないし、３人の候補を皆さん方よく知っておられるので、色を出しにくいよというよ

うな、そんなところもあったかと思います。町内の方々だけではなくて、他の市町村の

方々からも、「情勢はなっとうな」とか、いろいろ聞かれましたけれども、そのたびに、

わかりませんと、私なんか答えるしかございませんでした。今回、３人の候補の中に、

公約に特別大きな争点がなかったからではなかったかと思っております。しかし、その

中で、前町長の町政を評価して、継続することを主張された奥田さんが当選されました。

心からお喜び申し上げます。 

  さて、去る２月１５日に第１回臨時会の説明要旨におきまして、奥田町長は、「町長

選挙において、多くの住民の皆様のご支持とご支援を賜った」と述べられております。

けれども、町長、私、少しだけ違った観点を持っておるわけなんです。町長の得票はた

しか３，２１４票、大変立派な得票でございます。ただ、有権者の数を見てみますと、

全体の約４分の１、２５％になるかと思います。選挙は選挙ですから、１票でも多くと

ったほうが勝ちには違いはないんですけれども、言いかえれば、前町長の行ってきた政

策について、全てのことを今後も継続してほしいと町民がこぞって言っているのではな

いと私は考えております。 

  奥田町長は、臨時会の説明要旨の中では、まずは、前町長から引き継いだ事業を着実

にいかに進めていくかが重要と述べておられますけれども、この選挙の結果、約２５％
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の得票数においてなお前町長の政策の継続だとおっしゃる根拠がどの辺にあるのかを、

まず、お聞かせ願います。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  １番、松井議員さんの質問にお答えをいたします。 

  ただいま質問がありましたように、今回の町長選挙は３人が立候補し、今、松井議員

さんが言われるように３人とも議会の議員でありまして、それで皆さん、３人ともよく

知っている人たちでありました。そういう中で、私は、５期２０年間、無投票で町政を

運営してこられた小出前町長の後を継承していくということで、今回、３，２１４票と

いう得票で当選させていただきました。その中におきましても、今回、４分の１の投票

という形でありましたが、私自身は投票総数の４１％の方が私を支持してくださったと

思っています。その結果、前町政の政策を継続し、私自身もマニフェストに載せていま

すように、いろいろな私自身の独自の政策もありますので、また、将来、上富田町が人

口も減少していくという状況もありますので、そのために必要な施策も私は考えていき

たいと思っております。 

○議長（山本明生） 

  松井君。 

○１番（松井孝恵） 

  そのあたりは認識の違いといいますか、それは町長からですから、そのとおりなんだ

と思います。ただ、私がさっき言いましたけれども、約７５％の人はそうではないんじ

ゃないのかなと、私はそう思っております。 

  次に、今回の選挙、争点がそんなになかったと申し上げました。経歴でいうたら、議

員、それから議長の経験、３人とも甲乙つけがたい経歴でございました。ところが、争

点はなかったというけれども、選挙の序盤ではそうではなかったんじゃないのかなと私

は思っていて、他の２人の候補者さんは、中学校卒業までの医療費の無料化、これを前

面に訴えておられたと思います。これによって２人の候補者さんが選挙の前半戦で大き

くアドバンテージをとる可能性があった。特に子育て世代、若いお母さん方の中では、

話題にもなりつつありました。しかし、選挙が進む中で、奥田候補も医療費の無料化に

取り組むらしいと話が伝わってまいりました。 

  ここに、平成２９年１１月１１付の地方紙の読者の欄のコピーがございます。この方、

上富田町在住の主婦の方で、小学生のお子さんがおられるそうです。このように、これ

には書いております。 
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  「子供の医療費無料化について町長宛てに意見書を出した―これは前町長のことで

す。町長みずから、お忙しい中、話を聞いてくださったが、上富田町は過疎地とみなさ

れずに、町民１人当たりの交付税が近隣市町村より少ない。給食センターにお金がかか

るので無理。今すぐ医療費無料化に取りかかる気は全くないとおっしゃった」というこ

とです。私ども議会や委員会で何度となくご説明をいただいていたことと同じでありま

す。 

  であるのに、前町長の継承だと言っておられる奥田町長が、中学校卒業までの医療費

の無料化に取り組むんだということを、まことの約束、マニフェストとして住民に公約

なさいました。前町長が無理ですと言っていたことに、あえて奥田カラーを私は打ち出

されたと思っております。 

  ここでお聞きします。中学校卒業までの医療費の無料化について、いつごろ取り組も

うと決断されましたか。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  私が医療費の無料化に取り組もうと思った時期ですが、私自身も一番最初、この医療

費の無料化については、現在、町の財政状況が大変厳しい中で、財源確保を考えたとき

に、私個人的には、この実施に向けては大変難しいものがあると思っていました。しか

し―私が記者発表で出馬の表明をした後になりますけれども、その後、後援会の皆さ

んや、そして多くの住民の皆さん、住民の皆さんというか、特に子育て世代の保護者の

方から、「奥田さん、医療費の無料化を実施してほしいよ」という、私が想像していた

以上の方から要望等意見がありましたので、私はその時期にマニフェストに載せるとい

う決定をいたしました。 

○議長（山本明生） 

  松井君。 

○１番（松井孝恵） 

  ありがとうございます。大変重い決断であったと思います。今お聞きすれば、財政的

には無理だと思っていたけれども、要望がたくさんあったよと、こういうことですね。 

  そら、そこで聞くならば、無理だと思っていて、言われたからそうするのかなという

ふうにもとれるんですけれども、きっとそれは財源の裏づけがあってのことなんだと思

います。 

  財政が苦しいと言っておられる中で、よく公約になさいましたけれども、この課題と

いうのは、住民の願いが非常に大きいと思うんです。前町長も新聞のインタビューで、
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「これからは、お金がないでは済まされない」、こう述べておられました。奥田町長は、

子供は町の宝だともおっしゃっておられます。住民の思いに寄り添うんだという決意を

私は感じております。 

  町長にお聞きします。医療費無料化の決断は、今、住民の方もあったんですけれども、

確認させてください、医療費無料化の決断はご自身が皆さんのアドバイスを聞いたから、

そう決めたということでよろしいんですね。いわゆる、どなたかから「これもやったら

どうな」と言われたからやったんじゃなくて、ご自身が住民の声を聞いて決めた、こう

いうことでよろしいですか。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  そのとおりでございます。私が決断して、マニフェストへ載せたわけであります。 

○議長（山本明生） 

  松井君。 

○１番（松井孝恵） 

  今回の選挙、医療費の無料化については、３人の候補に差はなかったと、そういうこ

とであれば感じます。 

  ところがですね、町長、選挙が終わったら、いいことを言う人も、悪いことを言う人

もいますよね。「奥田町長は、医療費無料化に取り組まんの違うんかな」とか、あるい

は「選挙を有利にするために公約にしたんと違うんか」と言われまして、そんなことは

ないと思っておったんですけれども、平成３０年１月３１日付の地方紙の記事、これ、

当選後、次の日にインタビューを受けられたと思うんですけれども、インタビューアー

が、「住民の要望が強い子供の医療費無料化にどう取り組むか」と質問されまして、奥

田町長は、「一気に中学校卒業までを無料化にすれば財政の負担が大きいので、財源を

確保でき次第、段階的に取り組む」と、こう述べておられるわけです。そこで、私も、

ちょっとあれれという感じは、読んだらいたしました。 

  奥田町長、選挙中にそんなことは言うていなかったんじゃないですか。たくさん集会

なんかもされていたとお聞きしたんですけれども、そこでたくさんの応援演説の方々が、

奥田候補は若いけれども、議長を２期も務めて、それから監査委員の経験もされている

から、だから財政に大変詳しいと、こう言って住民の皆さんに、その応援の方々が力強

く訴えておられたわけですよね。私もその辺で実際に聞いています。 

  私はこう思ったわけです。私みたいに１期生ではなくて、奥田さんは議員２０年のキ

ャリアがありますので、議長の経験、監査委員の経験、財政に精通しているからこそ、
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前町長が無理やと言うたけれども、あえて住民の声を聞いて公約として訴えて選挙に臨

んだ。財政的な裏づけがあるんだなと、これは私だけではなくて、住民の皆さん、それ

を信じたわけなんです。これを、財政を確保でき次第、段階的に取り組んでいくんだと

言ってしまっては、ちょっと言葉は悪いかもわからんけれども、私だったら、宝くじに

当たったらやりますよというようなことと違うのかと思うわけです。これが言い過ぎだ

というのなら、探してみたけれども最後はなかったよと、こうおっしゃいますかという

ことなんです。これね、法律はないですよ、公約違反と違うんかと思うわけです。 

  町長にお聞きします。中学校卒業までの医療費無料化について、どういった今後スケ

ジュールで臨まれますか。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  スケジュールについてでありますが、まず、町財政の状況を見る必要があります。私

も、この２月５日に就任して約１カ月になります。この中で、今回の平成３０年度の一

般会計の当初予算として５５億３，３００万円を計上してございます。昨年と比較する

と、２億６，５００万円ほどの減額になっておりますが、それでも基金から５，８４０

万円を繰り入れするような財政状況となっております。大変厳しい状況であります。 

  そうした中で、この３０年度から始まる学校給食センターの償還金と、またあわせて

約予算が１億４，９８６万円計上しています。この中から、一般財源から約７，５８０

万円が必要となってまいります。そして、先ほど大石議員さんにも説明させていただい

たように、継続できていく事業、そして内容の見直しの事業、そして財源等で課題のあ

る事業等がありますので、それとあわせて、今後、今、話が出ている紀南環境の広域の

ごみ処理問題の予算等が広域的な予算の配分も入っていますので、そのことを踏まえて

私は無料化のスケジュールを考えていきたいと思っております。 

○議長（山本明生） 

  松井君。 

○１番（松井孝恵） 

  町長さんの優先順位はそこだというようなことなのかなと思うんですけれども、おっ

しゃるとおり物事には優先的な順位というのは当然あります。前町長もよく優先順位と

いう言葉を使われておられました。 

  先ほど大石議員からも質問がありましたけれども、岩田公民館を一つ例にとらせても

らいます。ここは耐震がもしていないし、雨漏りもひどいので、住民の方々の念願の事

業であろうかと思います。この公民館を新しい工法で建つと奥田町長は言いますけれど
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も、この１月３１日付の新聞にも載っています。あえてお金をかけてまでというのはど

ういうことなのかということになってくると思うんです。先ほどもありましたけれども、

補助金もつくかどうか確約もないままに、なぜこうお金をつぎ込んでいくのかなと思う

のは、議員だけでなくて、普通の一般の方々もそう思われていると思います。林業振興

とか、地域の産業振興と理由はおっしゃいますけれども、そんなにお金をかけなくては

いけないのかなというのは普通の感覚だと私は思うんです。 

  それだったら、医療費無料化に充当したらどうかと思うんです。町からいろいろと住

民に提案しますよ、それからまた行政主導でやっていきますよ、さあ、そのときに、

「住民側から、これは言うてきてんで」というような形にして、そして、あかんかった

ら、またいろいろと残っていくと、こういうやり方、新しい町長になっているんですか

ら、もう町長、やめませんか。それだったらね、町長、子育て世代の期待に応えてあげ

ようじゃありませんか。 

  ここでお尋ねいたします。医療費無料化は、住民側から見たら、どれぐらいの優先度

があると町長はお考えになっておられますか。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  住民から見た優先度、これについては、私から、住民から見た優先度という答弁はで

きませんが、子供の医療費の年齢の拡大の意見等がある中で、平成２７年３月に上富田

町子ども・子育て支援事業計画を策定する際に、就学前の児童の保護者６６０人と、そ

して小学校１年生から６年生までの保護者の４２６人の方にアンケート調査を実施して

ございます。その中で、回答をいただいた人数は、就学前児童の保護者からは４２２人、

そして小学校の６年生までの保護者からは３１３人の方からアンケートの回答をいただ

いております。 

  その中で、用紙の最後のところの質問に、「教育・保育環境の充実など子育ての環境

や支援に関してご意見がございましたら、ご自由にご記入ください」という欄がありま

した。その中で、先ほどの１年生から６年生までの３１１人の方の中で、１１４名から

意見をいただいております。その１１４名のうち、２０名の保護者の方から、子供の医

療費拡充の意見がございました。しかし、これは子育て世代の方のみを対象としてござ

いますので、この結果から見ても、住民というか、子育て世代もございますし、高齢者

の方もございます、その高齢者の方の意見等は入っていませんが、参考としては、こう

いう形の要望があったということだけしか、私のほうからは述べることはできません。 

○議長（山本明生） 
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  松井君。 

○１番（松井孝恵） 

  町長の立場というのは大変なもんですね。つい最近まで、こちら側というか、住民側

の議員だったんですけどね、そらそういうことなのかなと思います。ここはもう結構で

す。 

  町が取り組む事業には、地域によって優先度や温度差があります。この医療費の無料

化は、私は全町でも共通の課題であって、優先度は高いと思っているんです。 

  質問をまた逆にします。公約では約束されました、町長、中学校卒業までの医療費の

無料化は。今、町長、その前におっしゃってくれましたけれども、町長にとって、この

優先度というのは、どれぐらいにあると思っていますか。これは答えられるでしょう。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  やはり私も、先ほどから言いますように、財政状況を考えた中においても、必要な事

業、先ほどから松井議員さんが言われたように、岩田公民館のほうにお金をつぎ込むの

がどうかと言われても、やはりこの優先については、私は一番最初、説明させてもらっ

たように、建てかえを一番優先にしてやっていくということで考えております。 

  その中で、先ほどの大石議員さんにも説明いたしましたように、次に福祉センターの

増築等もございます。それを考えながらやっていきたいと思っています。その中で、子

供の医療費についても、先ほどから私は、まだ細かく説明していないけれども、段階的

にやっていきたいというふうに考えておりますので、その点ご理解いただきたいと思い

ます。 

○議長（山本明生） 

  松井君。 

○１番（松井孝恵） 

  奥田町長さんも、無料化は一切しませんよと、そんなことはおっしゃってはおられま

せん。平たく言えば、お金ができたらやりますよ、こういうことですよね。私、この部

分、譲ることはできんのですけれども、町長がおっしゃるんですから、そういうことで

あるんでしょう。 

  奥田町長は、お金ができたら、まずは小児ぜんそく、それからアトピー性皮膚炎の子

供の医療費を無料化にすると述べておられるんですよね。これね、町長、大きな問題を

含んでいるんじゃないのかと思うんです。一つは、そういう段階的にどんどんしていく

となれば、頻繁にシステムの改修もかけていかんなあかんでしょうね。そうすると、ま
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すます経費がそのたびにかかっていくようなやり方になっていくわけなんです。それで、

当然段階的にするということですから、業務もふえていくんだと思われるんです。ただ、

一番の問題は私はそうじゃないと―それも問題ですけれども。 

  こういうことを、先般、住民の方から直接呼ばれて問われたんです。「うちの孫が斜

視なんです。奥田町長さんは、病気によって子供に段階をつけるんですか。この病気の

差って何なんですか」、こう、おじいちゃんの方から問われたんです。私、聞かれまし

たけれども、もともとそんな観念というのはありませんので、「いや、わしわからん

よ」と言うたんです。町長、私、本当にわからんですよ。 

  個人的な私の子供の話をしますけれども、私の長女は、生まれたときに、もう既にア

トピー性、おなかから出てきたときにアトピー性の皮膚炎を発症していまして、もう今、

二十五、六になりますけれども、まだ今でも季節ごとに苦しんでおります。それから、

次女も、生まれたときからの強度の遠視で、これこそ斜視というやつでね、２歳ぐらい

からずっと、一生眼鏡ですよと、治りませんということで、そうなっているわけです。

夫婦にとったら、「これは自分らのせいやな。わいらが何かしたからやろか」と自分を

責めるわけですけれども、そう言いつつも、生命ですから、「これは神さんからいただ

いたもんや。だから、個性なんだから、一生懸命育てていこな」ということで、そうや

ってきたわけです。 

  世の中というのは、私が見たら、まだ全然あれで、もっと苦しんでおられる方がいて、

必死になって誰もが頑張ってやってきているわけなんです。でも、町長おっしゃるよう

に、今度は役場によって、病気によって線引きをするんですかということなんです、私

に言わせたら。アトピーといったって程度がありますよね。ぜんそくというのも、症状

の差はあるんです。 

  今度は職員の皆さん方に、皆さん方、線引きするほうに立つんですよ。病気によって

段階をつけられるんです。そんなことって、皆さん、可能なんですか。 

  町長さん、町長がインタビューを受けられたのは１月２９日です。前日の２８日が投

開票日。町長には就任されておられませんので、ご自身の意見であろうと思っておりま

す。職員に相談したわけではない。これから町長になって指示を出される、もう出され

たかもわかりません。職員さんに、アトピーとか、ぜんそくとか、無料化にしたら一体

幾らかかるか試算しといてよ、そう今後言われるでしょう。そして、データが出てきた

ら、あ、これやったらできるかなと判断されるんですか。 

  お尋ねします。一体誰が、どの病気に線引きをして区分して判断されるんですか、答

えてください。 

○議長（山本明生） 
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  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  先ほど言われますように、紀伊民報のインタビューの中におきましては、まず、小児

ぜんそくやアトピー皮膚炎の子供の医療費を無料化にして、その後、段階的に小学校、

中学校までと、その文章には載っています。当時は私もそういうふうにすぐ言ってしま

いました。ですか、私が２月５日に就任して以来、この中で各課のヒアリング、そして

庁議等も重ねながら話しをしている中で、現在話はしているんですけれども、検討中で

すけれども、今はそのアトピー性皮膚炎で小児ぜんそくという形じゃなしに、低所得層

の方を初め、またそれと低所得層の方と特定疾病を持つ子供たちについて、まずは今協

議をしているところであります。それを先に一度計画をして、３０年度であれば、でき

るのであれば３０年度の中でも計画して、もしいけるんであればやっていきたいと。そ

の後、中学校まで、小学校までという、私自身は最終この線引きというか、逆に年度、

年度を追って最終的には必ず中学校の医療費の無料化はやっていくつもりでありますの

で、段階的にやっていくということだけご理解をいただきたいと思います。 

○議長（山本明生） 

  松井君。 

○１番（松井孝恵） 

  それでは町長、この辺確認させてください。この新聞の記事は町長にもなっていない

ときの記事であります。公式見解というか、町長の見解ではもちろんないわけですよね。

そのときはこうやって役場へ来てみていろいろ調べたら、いわゆるそれ言われたあアト

ピー、ぜんそく、そういう病気の線引きではないよと、これでよろしいんですか。はい。 

  それで、ちょっと今言葉の尻捉えるようであれですけれども、特定疾病とおっしゃい

ましたけれども、子供の特定疾病は厚生労働大臣が認めている中では７２２あると思う

んです。これは特定疾病ですからもちろん補助の対象になっておって、ただ特定疾病で

風邪をひいても風邪は出ない、こういうことですよね。ですからその辺もそういうこと

では進めていくんだと、こういうご理解をしたいと私も思っております。 

  やっぱり町長、病気に線引きを役場はすることは、それはできやんと思いますよ、幾

ら何でもね、病気に。今までにも当局に対してそれぞれの議員がお聞きしてきたんです

けれども、お金がないということでありました。経費については約６，０００万ぐらい、

ずっとそういう説明だったと思うんです。そう言われておればね、ずっと議会のほうも

それはそのぐらいかかるんだったら今は無理かと、ずっとそういう説明でしたからそれ

は思いますよ。だけど直近になってきて、類似の自治体のケースを参考に計算したら、

３，５００万から４，０００万ぐらいというお答えでしたよね。またいろんな方にお聞
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きしたら、もうちょっとだけ下がるん違うかなという話も、実はあるんですよ。数年に

わたって、言葉悪いかもしれないけれども、不適切なデータを根拠にして実施を拒否し

てきたということは、住民をあざむいてきたん違うんかなと思うんですよね。 

  ここ、もう一回お聞きします。これは担当課長ですか、中学校卒業までの医療費無料

化にしたら、本当は幾らかかると試算されておられますか。 

○議長（山本明生） 

  住民生活課長、原君。 

○住民生活課長（原 宗男） 

  １番、松井議員のご質問にお答えをします。 

  １２月議会に３，５００万円についての説明をさせていただきました。これ、もう一

度ちょっと説明をさせていただきます。よろしいでしょうか。 

  既に小学校、中学校まで無料化を実施している自治体で、子供の人数も同程度の自治

体を参考に試算をさせていただいておりますが、その自治体をＡ自治体とさせていただ

きます。まず、Ａ自治体と上富田町との小学校へ上がるまでの子供の医療費について比

較をさせていただきました。これは平成２８年度の子ども医療費の数字でございます。 

  まず、Ａ自治体の小学校へ上がるまでの子供の医療費１人当たり分は２万６，３６９

円です。上富田町の小学校へ上がるまでの子供の医療費１人当たりの数字は３万１，８

７２円です。上富田町のほうが１．２０９倍多く支出をしてございます。 

  続いて、Ａ自治体は小学校、中学校の子供の医療費の無料化を実施しておりますので、

その分の１人当たり分を算出したところ、２万２，０３７円でした。この数字をもとに

して上富田町の小学校、中学校の子ども医療費を試算すると、上富田町の対象者は１，

３２３人です。これにＡ自治体の小学校、中学校の１人当たり分２万２，０３７円を掛

けまして、さらに先ほど就学までの子供の試算が１．２０９倍ありましたので、これを

掛けさせていただいて試算したところ、３，５００万と出ております。これが今のとこ

ろ出せる数字ではないかと思っております。 

  以上です。 

○議長（山本明生） 

  松井君。 

○１番（松井孝恵） 

  わかりました。前回ご説明いただいたことと同じということで、最低でも年間この程

度の、最低でもお金がかかりますよと、こういう踏まえをまたさせていただきます。 

  奥田町長、子育てはもう終わったんですか、終わりましたか。私はもうこの間１８歳

の子供が高校出ましたんで、あと２年間、最終局面になったきたんですけれども、町長
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もそうだと思うんですけれども、若いころからＰＴＡとか保護者会とかいろいろやって

きましたけれども、私、自分を振り返って今となったら恥ずかしいなと思うこと、たく

さんあるんですよ。そのころは勢いだけでやってきてね。今考えてみたら、若い子育て

の世代の方々がいろいろ役場へ言うてきたり、いろいろ新聞に投書したりされています

けれども、これは決して私、やけなというか、クレームをつけているとかそういうこと

じゃないと思うんですよね。私もその時分だったらどう思ったかわからんですけれども、

町長も私ももう５０代になってきて、子供も子育て終わってきて、やっと今若い人たち

の思いというのかわかるような世代になってきたと思うんですよ。いろいろ立場がある

からそちらを優先して、やっぱりそっちを先に考えられるということももちろんあるん

ですけれども、しかし１人の人間というか、返ったときには、やっぱりそういう若い世

代の人たちの意見を受けて埋めていかな私らあかん世代やと思うんですよ。 

  その中で、この議場で言うたら議員が今１０人、それから町長が１人。選挙の洗礼を

受ける人間というのはこの１１人しかいないわけなんです。当然役場の方々たちも立場

あるし、なかなかそうは言い切れんと思うんですけれども、しかし我々政治家はやっぱ

り住民側に、町長になってもやっぱり住民側に私、立つべきやと思うんですよ。だから

やっぱり、非常に難しいことだと思うんですけれども、もうちょっと住民に寄り添った

政治というのをお願いしたいわけなんですよ。 

  ここで、いろいろ段階的にとかいろいろこうとか、前町長から引き継いだということ

はあるんでしょうけれども、やっぱり優先度、住民の思い、このことを考えたときに、

やっぱり町長、もっと早期に町長の政治的な判断をしたい、する、と今言うことできま

せんか。時期はいつとは言いませんよ。一番最短の距離で判断するよとおっしゃってい

ただけませんか、どうですか。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  今の答弁します。 

  私自身も３４歳で町会議員になったときは、松井議員が言われますように、私も朝来

小学校のほうでＰＴＡ会長とかいろんなやつもしてきた経過もあります。その当時はや

はり住民の立場になって町当局に対して、今スポーツ課、スポーツの問題とか教育の問

題についても、私自身も住民の立場となって言ってきたこともあります。その中におい

て、今回医療費の無料化を私が決断したというのも、住民の皆さんの以前学校給食と医

療費の無料化の署名が、嘆願書があったと思うんで、その当時私も議員として、議長と

してその内容も見せてもらいました。しかし、その方々以外の方々も今回は私に対して
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医療費を無料化にしてほしいという意見がございました。そういうことで私は今回無料

化に踏み切るという判断をしましたので、今松井議員言われるように、私自身は財政も

考えていかなあかんので、段階的にはやっていきます。そのかわりいつというのははっ

きり言えませんが、この４年間のうちには必ず医療費を無料化にしますので、それだけ

ご理解いただきたいと思います。 

○議長（山本明生） 

  松井君。 

○１番（松井孝恵） 

  町長、ありがとうございます。若さを生かして長期的な運営をされるとおっしゃいま

したよね。ただ、住民のほうから言えば時間ないよということわけですよ。待ったなし

だと、決して住民の方々は町長さんが考えているペースに合わせてとかなかなか思って

はいただけませんし、当然そうであると思います。今回初めて民間の中から３名の候補

者が出て、奥田町長さんが町長になられて、３人とも政治家だったわけですけれども、

選挙の洗礼を受けて政治家の方がこの町を少し変えてくれると皆さん思ったわけですよ。

少し軌道修正をしてくれるだろうと、そう思ったわけですよ。ところが新聞とか後日の

報道を見たら、ちょっと違うんじゃないのかなと思ってまだ意見もたくさん寄せられて、

住民の方々はやっぱり不安に思っておるわけなんです。そのあたりを、今は町長は４年

間の運営の間に必ずそれはやりますよとおっしゃってくれましたのでそう信じますけれ

ども、どうも違うんじゃないのかなという私も考えがありましたので、本日の質問を失

礼ながらさせていただきました。 

  今後最短の距離でやっていただけることを、お願いをしたらいかんのかわかりません

けれどもお願いをして、本日の質問を終わらせたいと思っております。 

  議長、今のはちょっと意見でございます。これで終わります。 

○議長（山本明生） 

  これで１番、松井孝恵君の質問を終わります。 

  引き続き一般質問を続けます。 

  ９番、沖田公子君。 

  沖田君の質問は、一問一答方式です。 

  少子化対策についての質問を許可します。 

○９番（沖田公子） 

  通告に従って質問をさせていただきます。 

  少子化対策について。 

  子ども医療費の無料化の拡大について。 
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  まず最初に、未就学児分の罰則、ペナルティーの廃止についてでございます。 

  自治体が独自に行う子ども医療費の助成に対する政府が科してきた罰則、ペナルティ

ーが２０１８年度から一部廃止されることになりました。ペナルティーは自治体の独自

助成で受診がふえ、医療費の増大を招くとして市町村、市区町村が運営する国民健康保

険の国庫負担を減額調整する措置でございますが、ペナルティーの廃止により、無理な

く独自助成を続けられるようになるだけではなく、新たな財源が生まれます。上富田町

としては、新たな財源はいかほどかお聞きいたします。 

○議長（山本明生） 

  住民生活課長、原君。 

○住民生活課長（原 宗男） 

  ９番、沖田議員のご質問にお答えをします。 

  今回の厚生労働省の調整により、上富田町の連絡していた金額につきましては約１４

０万円でございます。 

  以上でございます。 

○９番（沖田公子） 

  １８年度の予算案で、政府は国保の減額調整措置を講じないことで生じる経費として

５６億円を計上しています。町としては今約１４０万円ということでありますけれども、

この財源は少子化対策の拡充に活用していただきたいと思います。 

  次に、子ども医療費の無料化を小中学校卒業までの拡大についてでございます。 

  今、松井議員のほうからいろいろ、いろいろ質問されました。私は県下で、皆さんご

存じのように小中学校までは拡大していないのは上富田町だけであるということで、他

の県下の自治体では１８歳まで拡大している市町村が１０あります。それほど子ども医

療費の無料化に対しての住民の要望が強いということであります。 

  今回のペナルティーの廃止を受けて、子ども医療費の無料化の拡大を進めている県外

の自治体もあります。未来を担う子供たちの健全な成長を育む上においても、子を持つ

親の負担軽減を図っていくことは喫緊の課題であります。今先ほどの質問の答弁の中で、

町長は、１期の４年間の中で公約を実現されるとおっしゃられました。もう一度重ねて

お聞きしたいんですが、ご答弁願えますか。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  今沖田議員から言われますように、先ほど松井議員にも同じ答弁にもなりますが、今

回低所得層、そして特定疾患を持つ子供たちの方を先に、今医療費の無料化、もう取り
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組む形でやっていますので、それで今調整をしています。その後小学校まで、中学校ま

でと段階的にこの４年間で必ずやっていきますので、ご理解いただきたいと思います。 

○９番（沖田公子） 

  ありがとうございます。 

  １つだけちょっと提案があるんですけれども、段階的にされるということのご答弁が

ありました。その中で、低所得者の方と特定疾病の方を優先的にというふうにおっしゃ

られましたけれども、そこへもう一つ、子供さんの多い家庭の方を優先して一緒にお願

いしたいと思うんですけれども、そのことについてよろしくお願いします。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  それにつきましては、家庭の子供が多い少ない、またこういう形でなれば、先ほど松

井議員から言われましたようにどこを線引きするなという方もありますので、私はまず

は低所得層の方、特定疾病を持つ方という形で限定してやっていって、次に小学校、中

学校という形でやっていきたいと思いますので、それだけご理解いただきたいと思いま

す。 

○９番（沖田公子） 

  わかりました。いっときも早く実現できますように、よろしくお願いいたします。 

  では次に、保育料の無料化の拡大についてでございます。 

  この児童の入所状況をお聞かせいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（山本明生） 

  住民生活課企画員、十河君。 

○住民生活課企画員（十河貴子） 

  ９番、沖田議員のご質問にお答えいたします。 

  ３月５日現在の平成３０年４月入所が決定しております児童数でございます。なのは

な保育所１８４名、はるかぜ保育所１４８名、くまのこ保育園１９名、広域保育１３名、

合計で３６４名でございます。 

  以上でございます。 

○９番（沖田公子） 

  この入所のご希望の方たちの中では、全員ここに入られたということなんですか。 

○議長（山本明生） 

  住民生活課企画員、十河君。 

○住民生活課企画員（十河貴子） 
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  ただいまのご質問にお答えいたします。 

  平成３０年度で入所申し込みをしていただきましたが、入所保留になった方は４名い

らっしゃいます。保留通知後保護者の方と連絡をとりましたところ、待機の希望を１名

の方から伺っております。これから３月末まで、それから年度途中に入所申し込みがあ

った場合につきましては、希望園のクラスにあきがあれば入所となりますが、あきがな

い場合は待機となります。 

  以上でございます。 

○９番（沖田公子） 

  今ご答弁がありましたように、１人の方が待機されているということでありまして、

今保育所は満杯状態ということでございます。途中でお願いしたいということであって

もなかなか入れないという状況であると思います。 

  それで、今回この認可外保育所なんですけれども、今町内で現に認可保育所に入れな

くて認可外保育所に預けているという件があります。今働くお母さんたちがふえてきて

おりますが、またその中でも働き方がいろいろと多様化していますし、夜勤とか休日の

勤務などで働き方によっては公立や認可保育所では対応できなくて、認可外でないと預

けられないという方があります。それで、県は１６年度に対象施設に認可外保育施設ま

でを広げました。３人目以降の保育料無料ですね、広げております。町は県と連携して

３人目以降の子供の保育料を無料にする紀州３人っこ計画というのを実施しているんで

すが、認可外保育施設はこの上富田町では支援の対象に入っておりません。同じ町内の

児童でありながら、施設によって支援の対象にならないというのは不公平ではないかと

いうふうに思います。認可外保育施設もこの支援の対象に加えて無料化を実施すべきで

はないかと考えますが、町の見解をお聞きいたします。 

○議長（山本明生） 

  住民生活課企画員、十河君。 

○住民生活課企画員（十河貴子） 

  認可外保育施設の無料化につきましてでございますが、今の沖田議員からもご説明い

ただきましたが、最初に現在の紀州３人っこ施策の状況についてご説明させていただき

ます。 

  紀州３人っこ施策は和歌山県の事業で、第３子以降の保育料を無料とする助成事業で

ございます。負担割合は、県２分の１、町２分の１となっております。上富田町では、

上富田町第３子以降保育料助成事業において、対象施設を利用する第３子以降の保育料

を無償としております。上富田町で定める対象施設は、保育所、幼稚園、認定こども園、

児童発達支援センターでございますが、和歌山県ではこれに加え、認可外保育施設も対
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象としております。 

  参考までに、現下市町村のこの事業への取り組み状況については、全ての市町村で実

施しておりますが、対象年齢や対象施設につきましては市町村により異なっております。

認可外施設を対象としている市町村は１７、対象としていない市町村は１３となってお

ります。近隣の田辺市、白浜町、すさみ町、みなべ町は対象外としております。当町で

は、田辺市、白浜町の保育施設を利用している児童もいることから、近隣市町で足並み

をそろえて認可外保育所を対象外としております。 

  現在の状況は以上でございますが、平成２９年５月にあやとり保育園が町内に開設さ

れたこともございますので、認可外保育施設を新たに対象に加えるかについては、今後

近隣市町の動向を確認しつつ、また幼児教育の無償化における認可外保育施設の対象範

囲や、補助上限額の設定等も参考にいたしまして、今後検討してまいりたいと思ってお

ります。 

  以上でございます。 

○９番（沖田公子） 

  県下で１７市町村が認可外施設を支援の対象に加えております。その中で和歌山市で

は認可外施設のうち、事業所内保育施設、病院内、企業主導型保育施設を含む２８カ所

で、３人目以降の保育料を無料にしています。和歌山市のように、当面の間限定して支

援の対象にしてはどうかと提案いたしますが、いかがでしょうか。 

○議長（山本明生） 

  住民生活課企画員、十河君。 

○住民生活課企画員（十河貴子） 

  ただいまのご質問にお答えいたします。 

  沖田議員のご提案も考慮に入れながら、近隣市町の動向もあわせて検討してまいりた

いと思います。 

○９番（沖田公子） 

  上富田町のリーダーシップをよろしくお願いいたします。 

  次に、県は来年度から年収約３６０万円未満の世帯に限り、２人目の保育料を無料に

する方針であります。対象の第２子は何人かお聞きいたします。 

○議長（山本明生） 

  住民生活課企画員、十河君。 

○住民生活課企画員（十河貴子） 

  平成３０年３月現在で、該当世帯の第２子につきましては、保育所に通所している児

童は２３名でございます。幼稚園につきましては１４名でございます。 
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  以上です。 

○９番（沖田公子） 

  ありがとうございます。 

  町としての取り組みはございますか。 

○議長（山本明生） 

  住民生活課企画員、十河君。 

○住民生活課企画員（十河貴子） 

  町としての取り組みにつきましては、和歌山県が平成３０年度より紀州３人っ子施策

の支援対象を拡充し実施する、紀州っ子いっぱいサポートとして、第２子以降に係る保

育料助成事業、これは所得制限つきではございますが、この事業に平成３０年度より取

り組んでまいります。平成３０年度につきましては、対象児童を保育所、幼稚園合わせ

て５７名と見込んでおります。 

  以上です。 

○９番（沖田公子） 

  よろしくお願いします。 

  次に、県は２０１８年度から在宅で第２子以降のゼロ歳児を育てている専業主婦、男

性のほうの方もおられますけれども、世帯に経済的支援をする方針で、第２子は所得制

限つきで第３子以降は全ての世帯に年間１５万円を給付するふうにいたします。そうい

うふうにしますが、町のこの対象児童は何人おられますか、お聞きいたします。 

○議長（山本明生） 

  住民生活課企画員、十河君。 

○住民生活課企画員（十河貴子） 

  対象児童につきましては平成３０年度で３０名を見込んでおります。 

  以上です。 

○９番（沖田公子） 

  ありがとうございます。 

  県は市町村に同額の支援を上乗せするように求めていますけれども、町としての取り

組みをお聞かせいただけますか。 

○議長（山本明生） 

  住民生活課企画員、十河君。 

○住民生活課企画員（十河貴子） 

  県からは上乗せということでお話しもございましたが、３０年度につきましては当町

では県単独事業分のみの実施としております。 
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  以上でございます。 

○９番（沖田公子） 

  今回はもう県の言われる方向に進めているということで、今回は増額の支援はしない

ということでございますけれども、町としても将来独自の上乗せができるようにやって

いただきたいというふうに思っております。その点についてはまだわかりませんね、ど

ういう方向に進めていくか。 

○議長（山本明生） 

  住民生活課企画員、十河君。 

○住民生活課企画員（十河貴子） 

  今後のことでございますが、平成３０年度からの新事業でございますし、今後につき

ましてはお答えしかねますが、県の動向及び県下市町村の動向を注視してまいりたいと

存じます。よろしくお願いいたします。 

○９番（沖田公子） 

  わかりました。安心して産み育てられる環境を整えていくということが大変大事なこ

とだと思いますので、その点もどうぞよろしくお願いいたします。 

  以上で質問を終わります。 

○議長（山本明生） 

  これで９番、沖田公子君の質問を終わります。 

  ２時３５分まで休憩します。 

───────────── 

休憩 午後 ２時２５分 

───────────── 

再開 午後 ２時３６分 

───────────── 

○議長（山本明生） 

  再開します。 

  引き続き一般質問を続けます。 

  ５番、九鬼裕見子君。 

  九鬼君の質問は、一問一答方式です。 

  まず、子供の医療費無料化拡大についての質問を許可します。 

○５番（九鬼裕見子） 

  通告に従って発言したいと思います。 

  先ほどから子供の医療費については３回目の質問になりますが、よろしくお願いしま
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す。 

  医療費中学校卒業まで無料にという公約についてです。私は、子育て世代が望んでい

る医療費中学校卒業まで無料にと、以前から議会で何度も質問してきました。署名も議

会へ４,５００筆余りを提出してきましたが、３年前に議会で否決されました。今回の

町長選挙でのどの町長候補も医療費中学校卒業まで無料化を公約に掲げました。奥田町

長の公約もあります。未来を託す子供たちが輝くまちづくり、中学校卒業まで医療費の

無料化を掲げて奥田町長は当選されました。しかし、当選され、就任に当たって住民の

要望が多い子供の医療費無料化にどう取り組むかとの紀伊民報のインタビューで、財源

を確保でき次第段階的に取り組む。まずは小児ぜんそくやアトピー性皮膚炎の子供の医

療費を無料にし、その後小学生まで、中学生まで広げると答えられました。先ほどの答

弁もそのような答弁でした。しかし、このインタビューを読んで、子育て世代だけでな

く町民の皆さんがどう感じられたと町長は思いますか。町長答弁をお願いします。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  ５番、九鬼議員さんのご質問にお答えをいたします。 

  この新聞の記事を読んで町民の方はどのように思われたかという質問でございますが、

先ほど松井議員さんからも話ありましたが、私はその当時町長として当選して次の日に

インタビューを受けたわけでありまして、その中で私自身が考えたことで、アトピー性

皮膚炎、小児ぜんそくという言葉で話をして、段階的にやるということだけを皆さんに

言いたかったもので、町民の皆さんは新町長になる方がこういうふうな考えを持ってる

んだなということだけしか思ってないと思っています。 

○議長（山本明生） 

  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 

  子育て世代の方はこのように感じられています。事例を挙げてみたいと思います。中

学校卒業まで医療費無料化をしていないのは県下で上富田町だけです。他市町村で実施

できているのになぜ実施できないのでしょうか。財政が厳しいから。その言葉は何度も

文面で見ましたが、給食にしたっておくれている。財政改革からすべきではないか。ジ

ムを建てるお金があるなら早く子供のために使ってほしい。新しく町長になった奥田氏。

選挙期間中、家に訪問してきた際、一番に考える政策は何ですかと聞くと、医療費無料

化しますと答えました。当選してから医療費について聞かれると、スポーツや企業の充

実、医療費はアトピー、ぜんそくと書いていました。当選してからと言っていることの
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違いにびっくりしました。これは一人の方です。次の方は、おくれていることに何も思

わないのか。上富田町は人口がふえているから危機感がないのか。子供は将来、未来を

担っていく宝です。また、ほかの方です。他市町村から上富田町に引っ越された方です

が、自分の住んでいたまちで医療費が無料だったので、子供が病気になり医療にかかっ

た。窓口で医療費を請求されびっくりした。病院に行って初めて上富田町だけが医療費

が無料でなかったことに驚いた。どこに住んでいても子供たちが安心して医療にかかれ

るようにしてほしいというのが子育て世代の方の切実な願いです。 

  また、このほか２月１７日付で紀伊民報の声の欄に投稿された記事を抜粋しながら紹

介したいと思います。有権者数の４分の１の得票で当選した。住民の総意を反映するた

めにも、これからの町政を考えていくとき、ほかの２名に投票した人たちの意向も酌ん

でほしい。上富田町だけが実施されていない中学校卒業までの医療費無料化については

３候補とも取り組むべき政策に掲げ、誰が当選されても実施の方向で早急に取り組んで

くれるものだと思っていた。しかし、新町長の当選後のインタビューに失望したのは私

だけだろうか。これでは子供の病気、健康状態の違いで格差が生まれることにならない

か。住む市町村の違いで健康や命にかかわることに差がついてよいだろうか。新町長の

初登庁のとき、町民と身近な存在になりたい、住民の声を大切に誠心誠意を信条として

と述べられている。町にとって子供は財産。町民からの要望が強い中学校卒業までの医

療費無料化の実現を早急にお願いしたいと記事を投稿されています。この記事は町長も

読まれたと思いますが、この記事を読まれてどのように思われますか。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  九鬼議員さんにお答えします。 

  先ほどの松井議員さんの答弁と同じになりますが、先ほど言いましたように私自身こ

のインタビューの後、２月５日に町長に就任してから、先ほども言いましたように各課

のヒアリング、そして庁議との話の中でアトピー性皮膚炎、それとぜんそくという形で

インタビューの中での文言は残ってますけれども、今回は、今九鬼議員さんが言われる

ように実施されていないのは上富田町だけであると。私は実施をしますということで公

約を挙げてやってきたわけであります。その中においても、今回はまずは低所得層、そ

して特定疾病を持つ子供たちのところへ予算をつけてやっていくという方向は変わりご

ざいません。それとまた九鬼議員さん言われるように、ほかの人はこの奥田町長が段階

的にやっていくというのが不審に思うというような意見もありますが、逆に私自身のと

ころへ、段階的でもいいので必ずやってほしいよという問い合わせもあります。そうい
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うことがありました場合は、私は、先ほど松井議員さんにもお答えしたように、この４

年のうちには必ず中学校までの医療費無料化は実施しますということで言ってます。そ

ういう方もおられるし、その後、この医療費だけの問題じゃなしに、昨年１２月に田辺

市で起きた、子供が催涙スプレーを吹きかけられて顔に大やけどをしたというような事

例もございまして、この医療費の無料化をする前に、先に各小学校の前にいろんなとこ

ろで防犯カメラを設置してくれないかという、そういう要望も私のところへも寄せられ

ております。そういうこともありますし、ですが防犯カメラより先に医療費の無料化の

ほうが優先だと思ってますので、その点だけご理解いただきたいと思います。 

○議長（山本明生） 

  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 

  財政が苦しいって、前町長はいつも金がないということで、町民の方にはかなり刷り

込まれております。でも、県への報告の財政力指数は県下で６位、町村では１番の力を

持っているというのが県への２８年度決算報告で示されています。経常収支比率につい

ても８９．５％で、財政の余裕度は９番目です。この数値からも、お金がないというこ

とは当てはまりません。歳出予算の中に組み込まないのは、今やろうと言っておられる

んですけれども、でも段階的ということで財源をそのうちに生み出すということなので、

本当は最終的に高校卒業までしているのも９市町村あるので、そういうところからいっ

てもかなり上富田町はおくれています。消費税増税の際、社会保障にと言ってきました。

地方消費税として交付されているお金も平成３０年度には２億３，０００万円入ってく

る予定です。そういったことからも、上富田町の予算の０．４％充てるだけで子育て世

代が願っている医療費中学校卒業まで無料にできると思います。親の経済状況で医療に

かかれないということがあっていいでしょうか。どこに住んでいても子供たちが大事に

育てられるよう、大人たちが守っていくことが必要だと私は思います。子供たちが輝く

まちを目指すのであれば、子供たちが親の経済状況で医療にかかれないというようなこ

とがないように、行政として考えてほしいと思います。先ほどからは財源をつくりなが

ら段階的にという答弁ですので、ここの考えを聞きたかったんですが、同じ答弁になる

と思いますので、控えます。 

  子育て世代の医療費中学校卒業まで無料にという公約を、段階的ということで公約も

していません。住民の方はやはりどの方が当選されてもすぐにやってもらえると思って

いました。そういった公約を先送りするのはやはり誠実な政治姿勢と言えるのかと私は

思います。子育て世代の方々から公約違反だとの声が上がっています。初登庁での抱負

でも奥田町長は１ランク上のまちを目指して頑張りたいと述べられているのですから、
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住民の声に寄り添い、一人一人が大切にされる行政になるためにも、当選された初めて

の仕事として子育て世代の願いを実現するためにぜひ予算化していただきたいと思いま

すが、段階的というのではなくて、上富田町の財政力指数からいっても財源はほかの市

町村に比べてありますので、実施に踏み切る決断をしていただきたいと思います。その

覚悟はないでしょうか。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  今の九鬼議員さんの質問にお答えします。 

  上富田町の３０年度の一般会計予算については、５５億３，３００万円のうち、町税

などの自主財源が２０億３，７２１万で、残りの３億９，５７９万円は依存財源です。

その中の依存財源のうち頼りとする地方交付税が１７億２，０００万円で、町民一人当

たり約１１万円しかございません。大変厳しい財政状況であります。そして、先ほど来

言ってますように、公約違反と今言われましたが、一切私は公約違反をする気もありま

せんし、このマニフェストで掲げた中学校卒業までの医療費無料化については、この４

年間の間に、先ほど松井議員さん、沖田議員さんにも説明させてもらいましたように、

必ずやるという決意がございますので、その中で、先ほど九鬼議員さんが言われる親の

経済状況を考えてということで、私はまず低所得層の方、そして病気の重い疾病の方に

ついて先にやっていくという方向で今調整して予算を考えてる状況でありますので、そ

の点はご理解いただきたいと思います。 

○議長（山本明生） 

  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 

  私が公約違反と言ったのではありませんので、誤解のないようにしてください。これ

は子育て世代の方からそういうふうに言いましたということで言っただけです。 

○町長（奥田 誠） 

  今の答弁にしましては九鬼議員さんがほかの方の意見を聞いてということで、九鬼議

員さんが聞いたことを私に言ったと私は思いましたので、その辺はきちんとしてくださ

い。 

○議長（山本明生） 

  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 

  段階的にということなんですけれども、以前、これは前町長が言われたことなんです
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が、財政調整基金が１０億あると。ほかにも８億円ためて、私の代では１８億ためたと

いうような発言をされたんですが、実際に財政調整基金だと思うんですが、もしもお金

がない、財源がなかなかないと言われるのであれば、そのほんの一部を充てれば、３，

０００万から３，５００万の金額だと思うんです。それをやっぱり見直して早急にでき

るように取り組んでいただきたいと思います。低所得者というだけでなくて、やはり皆

さん多くの方が望んで、３年前に否決されたんですけど、４，５００筆という医療費の

無料化の願いを届けてきたので、ぜひ町民のそういう子育て世代の願いを酌んでいただ

いて、一日も早く実現できるように財政を調整していただきたいと思います。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  先ほど来説明させていただいていますように、実際この財源を、基金を私自身も取り

崩すことなくやっていくという方向で３０年度の予算も立ててます。そういう中で、今

九鬼議員さんが言うように財源を取り崩していけば、逆に３３年度には上大中の清掃施

設組合の廃炉の問題もありますし、その後３３年度から田辺市広域の最終処分場のこと

もあります。そういう中で基金がなかったら上富田町の財政も破綻していく中で、要す

るに私はこの４年間の間できっちり中学校卒業までの医療費の無料化を実現するという

ことで、その中で段階的にやっていくということをご理解いただければと思います。 

  以上です。 

○議長（山本明生） 

  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 

  ずっと１０億の中で子供の医療費の無料化の財源を、毎年それを取り崩していったら

いいというようなことではなくて、例えば今年度しても、次はいろんな形で財源をつく

っていくということができると思うんです。そういう意味でそういう提案をさせていた

だきます。 

  その次に移ってよろしいですか。 

○議長（山本明生） 

  はい、どうぞ。 

○５番（九鬼裕見子） 

  学校給食実施に当たり、給食補助員の配置の実現をということで、各学校の教職員は

給食実施に当たりどのように考えていますか。１２月議会でも質問させていただきまし

たが、再度質問させていただきます。１２月議会では教育委員会として教職員の対応が
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できるとしていますが、給食実施に当たり各学校の教職員はどのように捉えられていま

すか。現状をお聞かせください。 

○議長（山本明生） 

  教育委員会総務課長、家髙君。 

○教育委員会総務課長（家髙英宏） 

  ５番、九鬼議員さんのご質問にお答えいたします。 

  まず、教職員は給食実施に当たりどのように考えているかということですので、教育

委員会のほうではアンケートをとったわけではありませんけれども、上富田町では多く

の学校で給食を実施していなかったのですから、給食実施で負担になると考えている方

もいると思います。また、実施する前から教職員だけでは無理だと考えている方もいる

だろうと、そのように考えてございます。１２月議会でも答弁いたしましたが、教職員

組合のほうから要求もされておりますけれども、現状では補助員の配置をすることは考

えておりません。できるかできないか、やってみないとわからないと思いますので、ど

うしても補助員を配置しないと給食実施は無理なのか、また補助員を配置しないと給食

実施ができない学校ばかりなのか、できる学校とできない学校ではどう違うのかなどの

実態を見きわめ検討させていただきます。これは１２月議会でも答弁をさせていただい

たとおりでございます。 

  以上です。 

○議長（山本明生） 

  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 

  昨年の１２月に教職員組合西牟婁支部の上富田分会から、各学校から給食補助員の配

置に関する要望書が教育長宛てに届けられたと思います。その内容はどういった要望書

でしたか。答弁を求めます。 

○議長（山本明生） 

  教育委員会総務課長、家髙君。 

○教育委員会総務課長（家髙英宏） 

  お答えいたします。 

  教職員組合からの要求は、補助員を配置願いたいということでございます。しかし、

各学校に補助員をつけなくても用務員等においてお願いをして仕分けができるよう、給

食主任会を中心に学校での給食委員会で協議しながら取り組んでもらっているところで

ございます。 

  以上です。 
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○議長（山本明生） 

  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 

  要望書の内容についてどうですか。どのような要望書の内容でしたか。 

○議長（山本明生） 

  教育委員会総務課長、家髙君。 

○教育委員会総務課長（家髙英宏） 

  お答えいたします。 

  教職員組合からの要求書につきましては、混雑がないように給食補助員を配置願いた

いというものでございます。 

  以上です。 

○議長（山本明生） 

  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 

  私のもとに資料としていただいているのは、生活指導上問題のある子や集団学習にな

じみにくい子、特別支援教育が必要な子供など、どの学年にも配慮の必要な子がいます。

そのため教職員は子供たちの対応に追われ、導入当初、給食の運搬に混乱が生じること

が予想されます。また、衛生面や安全面での心配もあり、教職員も不安でいっぱいです。

そういう中で円滑にするために補助員をという要望書だったと思うんですが、そのよう

な要望書を確認されていますか。 

○議長（山本明生） 

  教育委員会総務課長、家髙君。 

○教育委員会総務課長（家髙英宏） 

  お答えいたします。 

  そのような内容でございます。ですので、補助員の配置をということの要求だと思っ

ております。 

  以上です。 

○議長（山本明生） 

  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 

  １２月議会でも話しましたが、学校現場は子供が帰るまでほっとする間もなく本当に

過酷な現場であると、田辺市の大規模校の給食配膳の現場を視察させていただいて強く

感じました。そんな中、子供を帰らせた後の業務も多く、残業や家に持ち帰るか、それ
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でも消化できないときは休日出勤で業務を消化しているという現状を教育委員会として

認めますか。そういった現状は慢性疲労として悪循環になっていないか。また、そうい

った現状は子供たちにとってプラスにならないのではないかと私は思うのですが、こう

いった点についてどのように考えられますか。 

○議長（山本明生） 

  教育委員会総務課長、家髙君。 

○教育委員会総務課長（家髙英宏） 

  お答えさせていただきます。 

  学校給食は、基本的には授業の準備や学習評価や成績処理と同じように、給食時の対

応も学校教師の業務となってございます。給食時の対応につきましては、学校内での連

携による工夫により進められるものと考えております。先ほども言いましたけれども、

各学校では教頭及び用務員等にお願いして仕分けができるよう、給食主任会を中心に、

学校での給食委員会で協議をしながら取り組んでもらっているところでございます。 

  以上です。 

○議長（山本明生） 

  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 

  給食が始まらなかった現状も教職員にとっては大変な負担になっているというのは文

部科学省も認めているんですが、それに対してまた業務がふえて、実際に給食を食べる

ようになったときも教員はその教室で必ず生徒を見守って一緒に食べるという中で、本

当に仕事が大変であるという認識はされますか。 

○議長（山本明生） 

  教育長、梅本君。 

○教育長（梅本昭二三） 

  ５番、九鬼議員さんのご質問にお答えいたします。 

  働き方の問題、今大変全国的に問題になっておりますけれども、本町でも同じような

ことが言えるかと思います。そのような認識に立ちながら、それぞれの教職員の働き方

については今後、学校長等も今いろいろと苦慮してくれているんですけれども、検討を

加えながら進めてまいりたいと思っています。 

  それと、先ほど課長のほうからありましたけれども、給食指導の中で、今まで弁当だ

ったので、その面についてはほとんど軽減されておったかと思いますが、給食が始まる

ことによって過重負担というのは教職員も認識の上で取り組んでくれている構えを今現

在やってくれているかと思います。 
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  以上です。 

○議長（山本明生） 

  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 

  １２月議会から同じようなやりとりなのですが、今やはり教員が負担過重の中で本当

に子供たちに寄り添った教育ができるのかなという、私はそういう思いがありますので、

こういったことももっともっとやっぱり現場の声を聞いて、現場の声に寄り添うという

ことで対応していただきたいと思います。 

  次、保護者によるボランティアについてですが、ボランティア募集についてという学

校だよりが出されている学校があります。小中学校合わせて６校の中で保護者にボラン

ティアをお願いしている学校は何校あり、どのような内容でお願いし、衛生面での配慮

はどのように考えているか。また、ボランティアをお願いしていない学校は教職員で対

応できると考えているのか。そういった点について答弁を求めます。 

○議長（山本明生） 

  教育委員会総務課長、家髙君。 

○教育委員会総務課長（家髙英宏） 

  お答えいたします。 

  まず、ボランティアを呼びかけているところということで、ボランティアを考えてい

るところは２校でございます。１校は保護者に募集をかけているところです。一方では

保護者会役員に口頭で話をおろしているようでございます。他の学校では、他の４校に

なりますが、保護者によるボランティアは考えてないように聞いてございます。 

  ボランティアがもし配置された場合の業務になるんですけれども、給食コンテナが業

者のほうから運ばれてきます。配送車によって運ばれてきますので、それを受け取って、

その後クラス分けをして、子供たちが配膳室に取りに来たら渡す、または教室まで運ぶ

ことの業務が考えられます。それと、給食が終われば受け取りと逆の作業を行い、業者

にコンテナを渡すことの補助が考えられます。 

  衛生面のほうですけれども、補助員としてボランティアを行うわけですけれども、衛

生面といいますと手洗いとマスク、給食衣等々の一般的な衛生の仕方という形になろう

かと思います。検便等、そういうところまでは考えておりません。 

  以上です。 

○議長（山本明生） 

  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 
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  一応コンテナの受け取りとか、クラスに分けて、牛乳等も入ると思うんですが、そう

いう仕分けをするゆとりのある現場というか、教員がその対応できるゆとりがあるので

すか。 

○議長（山本明生） 

  教育委員会総務課長、家髙君。 

○教育委員会総務課長（家髙英宏） 

  お答えいたします。 

  できると、そのようには、こちらのほうでは考えてございます。コンテナで運ばれて

くるときにはクラスごとに仕分けがされてあるので、それを順序よく並べるというよう

な形のものになってきますので。牛乳についても大体７時ごろに配られてきますので、

給食が来るまで相当時間がありますので、用務員等でクラス分の仕分けはできると思っ

てございます。 

  以上です。 

○議長（山本明生） 

  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 

  その仕分けは誰がするというように各学校で決まってるんですか。 

○議長（山本明生） 

  教育委員会総務課長、家髙君。 

○教育委員会総務課長（家髙英宏） 

  お答えいたします。 

  多分各学校違ってくると思うんですけれども、教頭並びに用務員というような形で仕

分けはするような形になろうかと思います。 

  以上です。 

○議長（山本明生） 

  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 

  実際どこの学校も大変な中で教頭先生や用務員の方が対応するというのは大変だと思

うんです。大規模校というか、上中とか朝来小学校であれば生徒数も多くてかなり大変

な作業になると思うんですが、その対応について教頭と用務員での対応となりますか。 

○議長（山本明生） 

  教育委員会総務課長、家髙君。 

○教育委員会総務課長（家髙英宏） 
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  お答えいたします。 

  できると考えて今補助員は配置しないような考えでございます。万が一、実態を見き

わめた上で、できないのであれば検討させていただくという形になろうかと思います。 

  以上です。 

○議長（山本明生） 

  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 

  衛生面なんですが、保護者のボランティアということなので、ボランティアでそこを

乗り切るというような形だと思うんですが、ボランティアをしてくれる方に衛生面での

配慮というかそういったことを、もしボランティアにお願いする場合、きちっとボラン

ティアをしてくれる方に説明するような、そういう場が持てますか。 

○議長（山本明生） 

  教育委員会総務課長、家髙君。 

○教育委員会総務課長（家髙英宏） 

  お答えいたします。 

  ボランティアを考えてるのは２校という形をお答えさせていただきましたので、その

学校のほうでそれなりのといいますか、マニュアルを作成しての指導に当たる準備の段

階でシミュレーション等を行うというような形になろうかと思います。 

○議長（山本明生） 

  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 

  じゃ、そのシミュレーションは計画してるんですね。 

○議長（山本明生） 

  教育委員会総務課長、家髙君。 

○教育委員会総務課長（家髙英宏） 

  お答えいたします。 

  まず、学校での受け入れについてですけれども、安全面、衛生面については大変気を

使いながらということで各校と協議をしながら、施設面ではできるだけ学校の意向に沿

って改善を行ってございます。今言われるシミュレーションのほうなんですけれども、

各学校では安全に給食が実施できるように給食に係る動線を考え、配膳のシミュレーシ

ョンを行ってくれております。また、配送車によるシミュレーションについても３月下

旬から各校へ車を走らせ、そのときには受け入れの準備も行っていただく、そういう計

画でございます。 
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  以上です。 

○議長（山本明生） 

  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 

  安全面、衛生面を考えての対応についてですが、１２月議会に質問した際、給食配膳

補助員を１日２時間配置した場合の年間予算は４５０万円と答弁されています。子供も

保護者も待ちわびた学校給食です。教職員組合の要望書からもうかがえますが、配慮の

必要な子供やアレルギーの除去食を希望する声の対応など、教職員の負担が大きいと思

いますが、そういった点で安全面や衛生面を考えたとき、子供たちに安心で安全な学校

給食を実施できるよう、これ以上の教員の負担とせず、年間通して無理というのであれ

ば、１学期だけでも配置して様子を見ていくという方向は考えられないでしょうか。 

○議長（山本明生） 

  教育委員会総務課長、家髙君。 

○教育委員会総務課長（家髙英宏） 

  お答えいたします。 

  それにつきましては、できるだけ学校の現状を見きわめた上で検討させていただきた

いと思います。 

  以上です。 

○議長（山本明生） 

  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 

  現状把握ということなんですが、最初はやはり皆さん物すごく不安な中でするので、

かなり新学期負担を感じられると思います。教職員の業務が少しでも軽減されることは、

子供たちに対してゆとりを持ってかかわれるということだと思います。そのことは教育

効果にとっても大事であると考えます。検討課題として検討していただけますよう発言

して、学校給食実施に当たり給食補助員の配置についての質問は終わります。 

○議長（山本明生） 

  これで、２、学校給食実施に当たり給食補助員の配置の実現をの質問を終了し、次に、

３、介護保険制度についての質問を許可します。 

○５番（九鬼裕見子） 

  介護保険制度についてです。新総合事業について。政府は２０１４年、医療・介護総

合法と、２０１６年地域包括ケア強化法の二度にわたって介護保険の改定法を通し国民

に負担増、給付削減を押しつける改悪を強行してきました。２０１４年の法改定は要支
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援１、２と認定された人の介護訪問、通所介護が介護保険の給付から外されました。要

支援者にとっては保険給付にかわって自治体から代替サービスが提供されますが、その

サービスを担う新総合事業、介護予防・日常生活支援総合事業の予算には上限をつけら

れ、自治体は大幅な給付費の抑制を求められます。そして、介護の切り捨てを競わせる

インセンティブ改革として、政府は２０１７年の通常国会で通した地域包括ケア強化法

で各自治体の自立支援、給付効率化の達成度を国が採点評価し、成果に応じて予算を加

算する仕組みを導入しました。ことし２０１８年施行となっています。当町でも介護保

険法の改定で平成２９年度から新総合事業が現行相当サービスとして始まっていると思

いますが、どのような対応になっていますか。利用者にとって今までのサービスとどの

ように変わったのか、新総合事業によりどうなのかについての答弁を求めます。 

○議長（山本明生） 

  住民生活課企画員、宮本君。 

○住民生活課企画員（宮本真里） 

  よろしくお願いします。５番、九鬼議員さんのご質問にお答えします。 

  新総合事業につきましては、従来の介護予防訪問介護、通所介護サービスが訪問介護、

通所介護相当サービスとして、新総合事業に移行しております。サービス内容につきま

しては大きな変化はございません。サービス利用額につきまして、移行前までは月決め

利用料であったものが、一回分の利用料となっております。利用料につきましては、付

近市町村とそろえ、国が定める単価の基準どおりとしております。 

○議長（山本明生） 

  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 

  それで、新総合事業として今どのような事業が取り組まれていますか。 

○議長（山本明生） 

  住民生活課企画員、宮本君。 

○住民生活課企画員（宮本真里） 

  お答えさせていただきます。 

  事業の取り組みとしましては、介護予防生活支援サービスとして、訪問型サービスと

しまして従来の介護予防訪問介護相当サービス、通所型サービスとしまして従来の介護

予防通所介護相当サービス、通所型サービスＡとしまして委託型の通所サービスはなみ

ずきを実施しております。生活支援サービスとしまして配食見守りサービスを実施して

おります。一般介護予防としましては、転倒骨折予防教室、シニアエクササイズ教室、

青春塾自主グループ、男の台所、まちかどカフェを実施しております。 
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  以上です。 

○議長（山本明生） 

  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 

  一般介護予防事業の一つとして、生活支援コーディネーターを中心とした活動として

まちかどカフェの活動が挙げられますが、生活支援コーディネーターは社会福祉協議会

へ委託しての事業ですか。まちかどカフェが３０カ所以上立ち上がったと聞きますが、

社協の職員が主体的に取り組んだ結果であると思いますが、委託業務としての取り扱い

ですか。 

○議長（山本明生） 

  住民生活課企画員、宮本君。 

○住民生活課企画員（宮本真里） 

  お答えさせていただきます。 

  まちかどカフェにつきましては、地域介護予防活動支援事業という一般介護予防にな

ります。これにつきましては、住民が主体となっていろいろな介護予防活動をしていっ

ていただく事業となります。その地区で中心となっていただく人材の発掘や育成、地域

住民の声をつないでいく役割をする人がそのためには必要となります。そのため、地域

支援事業の包括的継続的ケアマネジメント事業という中に、生活支援体制整備事業とい

うものが設けられております。その事業の中に生活支援コーディネーターの位置づけが

ございます。生活支援コーディネーターにつきましては、地域のニーズや人をよく知っ

ていただいているという方が必要でありますので、社会福祉協議会のほうに委託させて

いただいております。このまちかどカフェにつきましては、社会福祉協議会の生活支援

コーディネーターを初め地域福祉の係の方々の役割によるところが大きい事業となって

おります。 

  以上です。 

○議長（山本明生） 

  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 

  社協へ委託している事業費というのは総額でどの程度になりますか。 

○議長（山本明生） 

  住民生活課企画員、宮本君。 

○住民生活課企画員（宮本真里） 

  生活支援体制整備事業としまして５６０万委託させていただいております。 
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○議長（山本明生） 

  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 

  この５６０万の中で社協の職員の方がおととしぐらいからまちかどカフェに精力的に

かかわられて、３０カ所以上できたと言われているんですが、５６０万だけですか。ほ

かにいろいろと社協への委託業務というのはないんですか。 

○議長（山本明生） 

  住民生活課企画員、宮本君。 

○住民生活課企画員（宮本真里） 

  お答えさせていただきます。 

  社協への委託業務としましては、新総合事業の通所型サービスのはなみずき、それと

一般介護予防事業の転倒骨折予防教室、あとこの生活支援サービス委託料と、あと配食

見守りの生活支援サービスで配食の分を委託させていただいております。あと、外出支

援事業としまして、この地域支援事業の中ではないんですけれども、町単独事業としま

して外出支援の事業、あと生きがい活動の支援事業となっております。 

○議長（山本明生） 

  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 

  今説明あった事業ですが、そういったことに対しても社協への補助金というか、委託

としてのお金というか、そういう委託業務としての財源確保はされているんですか。 

○議長（山本明生） 

  住民生活課企画員、宮本君。 

○住民生活課企画員（宮本真里） 

  お答えいたします。 

  予算は確保させていただいております。 

○５番（九鬼裕見子） 

  幾らぐらいになるかわかりませんか。あれだったらまた後で聞きます。 

  まちかどカフェへの参加ですけれども、新総合事業の中で取り組まれてきた取り組み

だと思うんですが、これは住民の方にとっては、ただ介護保険法改定の担い手として参

加しているのではなくて、自分たちがやはり、高齢者が誰からも強制されることなく自

由に地域でつながって楽しむということで集まってきていると思います。それだけちょ

っと補足しておきます。 

  次に、住みなれた地域で生活し続けるために、認知症対策として認知症カフェの開設
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で介護者同士のつながりや効果的な支援を充実していく必要があると掲げられています

が、具体的にはどのような取り組みを計画されていますか。認知症の高齢者は今５００

万人とされ、２０２５年には７００万人に増大すると言われている中で、介護保険制度

改革は公的責任を縮小し、自助、自立ばかりが強調され、孤立死や孤独死、介護心中や

介護殺人など心配されています。そうならない取り組みが求められていると思いますが、

認知症対策は専門性が問われていると思います。どのように考えられますか。 

○議長（山本明生） 

  住民生活課企画員、宮本君。 

○住民生活課企画員（宮本真里） 

  お答えさせていただきます。 

  認知症対策につきましては、第７期介護保険計画におきましても、住みなれた地域で

生活し続けるための対策としまして重点課題に挙げさせていただいております。まず、

認知症に関する理解を深めていただくため、住民への広報等による啓発活動、また、認

知症サポーター養成講座を引き続き続けていきます。より多くの方々にわかりやすく養

成講座を開催するためには、今までのように講師役が包括支援センターの職員のみでは

限界があるため、サポーター養成講座の講師役となるキャラバンメイトをふやしていき

ます。現在庁内におられる２９名のキャラバンメイトの方々の連絡会を開催することに

より、活動について検討していただき、講師役として活動の場を広げていかせていただ

きたいと考えております。 

  次に、認知症を持つ家族同士の体験や悩みなどを分かち合う場が今までなかったかと

思います。認知症カフェにつきましてはそのような場としてこの２月から実施しており

ます。住民への周知につきましては、広報４月号の折り込みにてさせていただく予定と

しております。また、認知症の方やその家族の方に早期にかかわっていくために、認知

症初期集中支援チームを立ち上げております。その活動をより充実させていき、早期診

断や対応に向けた相談体制を充実させていきたいと思っております。認知症サポート医

のお医者さんにチーム員となっていただいておりますので、医師のアドバイスを受けな

がら訪問を実施していく予定としております。 

○議長（山本明生） 

  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 

  ２月から認知症の家族のカフェというものをされているようですが、その内容という

か、そこで少しでも認知症の家族の方が気持ちよく帰られるような会になっていますか。 

○議長（山本明生） 
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  住民生活課企画員、宮本君。 

○住民生活課企画員（宮本真里） 

  まだ開催したばかりですので、４名程度の方が初回参加されております。介護上のい

ろんな悩み事をお互いお話し、カフェですので少しお茶も入れまして話し合いされて、

１時間半程度のカフェなんですが、ちょっと時間足らないぐらいなお話の状況で帰って

いただいております。 

  以上です。 

○議長（山本明生） 

  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 

  認知症の対応についてはこれから本当に重要な課題だと思います。そういう意味で、

少しでも認知症カフェが発展できるようにどんどん広めていただいて、家族が少しでも

安心して認知症の方にかかわれるように、そういう取り組みになるように願っています。 

  次、介護予防・日常生活支援総合事業の推進は多岐にわたるサービスを列記していま

すが、その中で多様なサービスとして住民主体による支援や生活支援サービスに対して

住民ボランティアが行う見守りなどが挙げられていますが、専門的な資格を持たない住

民の対応は安上がりのサービスであり、利用者の自立支援を促せると思いません。高齢

になり介護が必要になったとき、誰もが安心して公的制度で介護を受けられることが求

められていると思います。実際には住民による多様なサービスの対応の整備は無理があ

ると思います。制度が守られてこそ安心して上富田町で住み続けられると思いますが、

その点についてはどう考えられますか。 

○議長（山本明生） 

  住民生活課企画員、宮本君。 

○住民生活課企画員（宮本真里） 

  お答えさせていただきます。 

  新総合事業につきましては、相当サービス以外の生活支援サービスや住民参加型のサ

ービスを広げていくということが一つの目標となっております。上富田町におきまして

はまだまだ相当サービス以外のサービス、付近町村もそうですが、なかなか広がってい

ないのが実情でございます。今後ともボランティアの研修会等、社会福祉協議会とも協

働しまして、できるだけそのようなサービスの創出に向けて、生活支援体制整備事業の

協議会も開催しておりますので、そちらのほうでもどのようにしたら広がっていくかと

いう協議を引き続き行っていきたいと考えております。 

○議長（山本明生） 
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  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 

  私は決してこの多様なサービスをもっと広めてくださいと言ってるのではなくて、実

際に多様なサービスということは専門的な資格を持たない方が対応するということにな

るので、利用者の本当の自立支援は促せないので、できるだけ今の現状でヘルパーさん

が対応するとか、そういった形できちんと対応していただきたいと、そういう思いで発

言させていただきました。社会保障切り捨てという国の政治が変わらない限り、国の法

改正で新総合事業そのものの実施は避けられないと思いますが、地域の介護の実情に沿

って、国のガイドライン優先ではなく、現在のサービスを維持確保することを考え、助

け合い、支え合い、介護予防の地域づくりをじっくりと時間をかけて検討するという構

えを自治体として取り組んでいただきたいと思います。 

  次行ってよろしいですか。保険料。 

○議長（山本明生） 

  はい、どうぞ。 

○５番（九鬼裕見子） 

  保険料の改定についてです。ことし３０年から３２年までの３年間、介護保険制度の

７期に当たり、介護保険料の見直しの時期です。保険料基準額は幾らになりますか。そ

の基準額は県下で何番目ですか。また、基準額の生活水準はどれだけの所得階層ですか。 

○議長（山本明生） 

  住民生活課企画員、宮本君。 

○住民生活課企画員（宮本真里） 

  お答えさせていただきます。 

  保険料の基準額につきましては、年額９万３，９００円となっております。県下で何

番目かというご質問ですが、全ての市町村の基準額が公表されておりませんので、お答

えできません。基準額の生活水準はどれだけの所得階層かについてですが、住民税非課

税世帯であるが、本人は住民税非課税で、課税年金収入額と合計所得金額の合計が８０

万円超えの方の階層となっております。 

  以上です。 

○議長（山本明生） 

  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 

  介護保険についての委員会があると思いますが、どんな方が任命されてどんな構成に

なっていますか。また、今回の大幅な値上げに対してどんな意見が出ましたか。なぜ上
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富田町はこんなにも高くなるのかについて答弁をお願いします。 

○議長（山本明生） 

  住民生活課企画員、宮本君。 

○住民生活課企画員（宮本真里） 

  お答えさせていただきます。 

  第７期介護保険策定委員会の委員構成につきましては、福祉関係者が６名、被保険者

代表の方が５名、保健医療関係者の方が２名、学識経験者の方が３名、計１６名で構成

されております。どのような意見が出たかにつきましてですが、介護保険の保険料が高

くなる原因等について意見等が交わされております。それにつきましては、予測である

んですが、見える化システムという国のシステムがあるんですけれども、そちらのほう

で付近町村に比較しまして上富田町では一人一月当たりの訪問介護、通所介護の利用回

数と日数が高くなっております。そのことが給付費を上げる一つの要因となっていると

考えます。その利用回数と日数が高いことで給付月額が高くなって給付費が高くなって

いるということで、そのような検討や意見交換が行われております。 

  以上です。 

○議長（山本明生） 

  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 

  ３０年度から財政調整基金から借りたお金を５，０００万返さなければならないとい

うようなことを以前にお聞きしたんですが、その計画についてはどのようになりますか。 

○議長（山本明生） 

  住民生活課企画員、宮本君。 

○住民生活課企画員（宮本真里） 

  お答えさせていただきます。 

  それにつきましては第７期の３年間で返還することとなっております。 

○議長（山本明生） 

  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 

  ７期がどのように金額が上がるかという予測ができなかったのかなというふうに思う

んですが、住民課長、どう思われますか。その返済でかなり本当にびっくりするぐらい

の介護保険料だと思うんです。結局７期になって５，０００万円を３年間で割って返済

しなければならないというような事態というのは以前にもわかっていたと思うんですが、

その対応がなぜこんなになったのか、ちょっと課長、説明してください。 
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○議長（山本明生） 

  住民生活課長、原君。 

○住民生活課長（原 宗男） 

  ５番、九鬼議員さんにお答えします。 

  まず、第６期でこれだけ上がるのか予測できなかったのかについてですが、先ほど宮

本のほうから説明しましたように通所介護、訪問介護、ほかと比べたらかなり高いんで

す。これについては事業所の数とか余り関係ないかと思うんですけれども、利用される

方がやっぱり思ったより多かったよということが考えられます。そして、５，０００万

の基金を借りるんですけれども、これは３年間で今返していくということで答弁させて

いただきました。これに要する介護保険料というのは、ちょっと今詳しく計算できない

んですけど、今３００円から４００円くらいと思っています。実際は１，０００円ぐら

いが介護給付費上がったことで上がってるよということでご理解をいただきたいと思い

ます。 

  以上です。 

○議長（山本明生） 

  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 

  ３００円から１，０００円って、それは。意味わかりません。 

○議長（山本明生） 

  住民生活課長、原君。 

○住民生活課長（原 宗男） 

  ５，０００万の基金を借りるわけですけれども、これに要する、介護保険料は３００

円から４００円くらいかなと思ってます。あとだから１，０００円ぐらいは介護給付費

が上がったことによる影響になってきます。 

○議長（山本明生） 

  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 

  返済金に充てる金額は平均３００円ということの捉え方なんですか。それでいいんで

すか。 

○議長（山本明生） 

  暫時休憩します。 

───────────── 

休憩 午後 ３時３７分 
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───────────── 

再開 午後 ３時４９分 

───────────── 

○議長（山本明生） 

  再開します。 

  住民生活課長、原君。 

○住民生活課長（原 宗男） 

  ５番、九鬼議員さんにお答えをさせていただきます。 

  先ほど基準額が９万３，９００円ということで説明させていただいておりますけれど

も、これを月額に直しますと７，８２５円、今の第６期の基準額が７万６，５００円で

すから、月額が６，３７５円、その差は月額で言うたら１，４５０円あるんです。その

中で、借りた５，０００万円については約３５０円の保険料を充てることになります。

残りの１，１００円については、やっぱり介護給付費が伸びたので１，１００円上げさ

せていただいたということでよろしくお願いします。 

○議長（山本明生） 

  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 

  第５段階という方は、私個人的に言えば、住民税が基本料金課税世帯なので一番よく

わかるんですが、少ない１２万程度の年金でこれだけ、第６段階で１１万２，７００円

にも上がるんです。それで、年額ですけれども２万９００円上がるようになるんです。

今、原課長が言われたのは、１ランク下の第５段階の方の９万３，９００円で、年額で

１万７，４００円の値上がりということなんです。住民税非課税という世帯であれば、

かなりの生活が大変な方です。そんな方がこの１割にも近い介護保険料を払えるのかな

というふうに私は思います。これは町の責任というのではなくて、やはり国策として、

このように私たちの生活が圧迫されてきていると思います。 

  自民党と公明党は消費税増税の実施前は、増税で財源を得られたら１兆円の国費を投

入し、介護保険の公費負担割合を現行の５０％から６０％に引き上げると主張していま

したが、増税が決まった途端、その公約はほごにしました。消費税増税で得られる財源

の一部を使い、第１号保険者の低所得者軽減を行うという措置も、ごく一部が実施され

ただけで、本格的な実施は増税延期を理由に先送りされたままです。仮にこの軽減策が

実施されたとしても、保険料はうなぎ登りに上がっていくことに変わりはありません。 

  上富田町として、低所得者に対して軽減措置を拡大するために一般会計から投入を考

えられないか、町長答弁をお願いします。先ほどの軽減措置をされている方は、第１段
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階の最低の年収の方です。そういう方だけが、今は一応軽減されいてると思います。 

○議長（山本明生） 

  原君。 

○住民生活課長（原 宗男） 

  ５番、九鬼議員さんのお答えをさせていただきます。 

  一般財源からの繰り入れにつきましては、国のほうで、国が５０、町の分が介護給付

費に関して１２．５％と決められています。それ以外の繰り入れにつきましては法定外

ということで、これはやっぱり認められていないということでよろしくお願いをいたし

ます。 

  以上です。 

○５番（九鬼裕見子） 

  介護保険の負担割合が、もともと国が２５％で、県・町がそれぞれ１２．５％で、介

護保険者が５０％払わなければならないという、そこに大きな問題があると思うんです。

しかし、わずかな年金からいやが応でも天引きされる中で、本当に生活が維持できるの

かという点で、町としては、じゃ、どう考えられますか。 

○議長（山本明生） 

  住民生活課長、原君。 

○住民生活課長（原 宗男） 

  介護給付費については、今言いましたように１２．５％が町の負担ということで、こ

れについてはご理解をいただきたいと思います。 

  あと、上がってくるかどうかまだわかりませんけれども、それについては、やっぱり

介護予防のほうで何とかそういう事業をしまして、何とかそういう給付費を上げないよ

うなことも町ではやっていかなければならないと思っておりますし、低所得者の方につ

いては、先ほど第１段階の方だけが今のところ軽減があるんですけれども、町としまし

ては、国の制度に従ってそれ以上の軽減に関してはやっぱりできないんじゃないかなと

思います。ただ、介護給付費を上げないようにするには、やっぱり町が何とかしてその

取り組みはやっていかなければいけないかなと思っております。 

  以上です。 

○５番（九鬼裕見子） 

  私がもっと軽減措置をせいと言っても、いわゆる国政が変わらない限り、私たち住民

が大変な思いをしなければならないというのはよくわかっております。そういう意味で

は国政を変えていかなければならないんだろうと思います。住民の方は年金天引きされ

る今でも、高すぎる保険料に対して、これ以上上げられたら暮らしていけん、何とかし
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てほしいというのが切実な気持ちです。住民の皆さんは県下でも高い保険料に耐えられ

るかということを考えます。そして、使っても使わなくても有無も言えず、年金天引き

される皆さんの怒りを考えるとき、町民の皆さんの幸せを願い、町長が先頭に立って、

国に対して負担軽減を求めるべきではないかと思いますが、町長としてのお考えをお聞

かせください。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  負担軽減につきましては、やはり国のほうの施策になってきますので、今後そういう

負担軽減のいろんな協議等がありましたら、どういうふうになるか、またこちらのほう

からして、国のほうにも要望はしていきたいと思いますので、ご理解いただきたいと思

います。 

○議長（山本明生） 

  九鬼君。 

○５番（九鬼裕見子） 

  やはり町民の暮らし、低所得者のことを考えたときには、町長がみずから率先して、

やはり国に対してきちんと物を申す。そのことが地方自治を守るということだと思いま

すので、ぜひそのような立場でかかわっていただければと思います。 

  これで、全ての一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（山本明生） 

  これで、５番、九鬼裕見子君の質問を終わります。 

  引き続き一般質問を続けます。 

  ３番、樫木正行君。 

  樫木君の質問は、一括方式です。 

  質問を許可します。 

○３番（樫木正行） 

  やっと順番がまいりました。夜間議会に入るのかと心配しますけれども、よろしくお

願いします。 

  私のほうからシルバー人材センターの設置についてということでしたいんですけれど

も、シルバー人材センターは、和歌山県下の中でもほとんどでき上がっております。な

いのは上富田、勝浦、もう一つぐらいやと思うんですけれども、皆さんの住民の声から、

何とかシルバー人材センターを立ち上げてくれというような要望の声をたくさん聞いて

おります。 
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  そんな中で、また、このように高齢者が恒例的に低い待遇で就労している背後には、

シルバー人材センターの運営目的が、高齢者の生きがいに一貫していることが挙げられ

ます。シルバー人材センターの前身は高齢者事業団と呼ばれる団体で、一般雇用になじ

まないが、高齢者がその経験と能力を生かしつつ、働くことを通じて社会に貢献し、生

きがいを得ていく機会を確保すること、定年などで現役引退した後でも何らかの形でお

仕事をしたいということを続けたいという希望にする高齢者がたくさんふえております。 

  そんな中で、我が町、上富田町にも高齢者のひとり住まい、また、この核家族が進む

中で、何とかしてもらえないかという声があります。例えば、草刈りとか庭の剪定、最

近では墓参りなどがしたいと。私の近くにも妙道寺というお寺があるわけなんです。そ

の中に階段があるんですよ。それで、墓参りがしたいけれども、これ人に頼めるよう何

とかしてもらえないかとそういう声も聞きます。私も年に２回は田辺市の人材センター

で草刈り等をお願いして、低価格でやってもらえます。その中で、また上富田町は核家

族、共働きが多い中で、育児の送迎とか、ちょっときょう仕事があるので幼稚園に迎え

に行ってよ、保育所に行ってほしいよという声とか、また仕事をしていたら子供が熱出

たよ、誰か助けてくれんか、おばあちゃんはおらんし。そんな方がシルバー人材センタ

ーに登録をしてもらえばということで、何とか設立をよろしくお願いします。 

○議長（山本明生） 

  住民生活課企画員、宮本君。 

○住民生活課企画員（宮本真里） 

  よろしくお願いします。 

  ３番、樫木議員さんのご質問にお答えいたします。 

  まず、シルバー人材センターの設立につきましてですが、シルバー人材センターの設

立や運営費の費用につきまして、設立時の職員の人件費や事務所の借り上げや光熱水費、

備品購入費や消耗品などの設立時の費用は全て町負担となります。設立後、活動実績を

つくってから、国からの運営費用の２分の１の補助はありますが、条件が少し厳しくて、

県シルバー人材センター連合会の会員であること、法人化していること、会員が１００

人以上あること、延べ活動回数が５，０００回以上であることが、国の補助の必要条件

となっております。また、国からの補助には上限がありまして、シルバー人材センター

の運営経費の２分の１以上は市町村が負担することとなっております。運営費用のうち

大きなものは人件費となりますが、事業計画の策定や総会の開催、会員登録や仕事の受

注、会員の仕事の手配等などに事務量が大きく、ほとんどのセンターで事務職員を複数

設置されている状況にあります。 

  付近１０市町村の負担の状況を少し見てみますと、規模により違いますが、少ないと
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ころでも約３６０万円の町負担をしていることになっております。 

  シルバー人材センターの設立、運営につきましては、町の費用負担を初め、国の補助

申請の条件を満たすための運営方法が行えるかどうかなど、さまざまな問題があると考

えます。上富田町での実施は難しいことをご理解いただきたいと考えます。 

  次に、核家族が進んでひとり暮らしで何とかしてもらえないかという声があるという

ご質問ですが、平成２９年６月よりボランティアの方を募りまして、たすけあいくちく

まのステーションという活動をさせていただいております。事務局は地域包括支援セン

ターとなっておりますので、そのようなお声がありましたらご相談いただきたいと思い

ます。 

  以上です。 

○３番（樫木正行） 

  いろいろな施策があったと思うんですけれども、町長、このシルバー人材センターの

やつを今聞きましたけれども、前向きに検討してもらえますか。 

○議長（山本明生） 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  今のシルバー人材センターの設立につきましては、これも大分前になると思いますが、

設立をしてほしいという議員さん、また老人クラブのほうからもいろいろ要望があった

と思うんですけれども、その当時におきましても、やはりシルバー人材センターを活用

するよりか、民間の方を使ってもらうというような話もありましたし、それと、町のほ

うからの補助金等のほうも必要になってくるわけで、今後を考えていけば、今すぐ必要

なのかということもありますし、先ほど言われましたように、包括支援センターが中心

となっていますたすけあいくちくまのステーションというものもありますから、そうい

うところも活用していただいて、とりあえずは今のところそれで対応していきたいと思

っております。 

○３番（樫木正行） 

  今後、前向きな姿勢で取り上げてもらって結構と思います。よろしくお願いします。 

  続きまして、高齢者の健康増進について伺います。 

  先ほど九鬼議員からも総合事業についてという中でいっぱいお話、私もそれと同じな

んですけれども、１点は、スポーツセンターの中にスポーツサロンがありますね。それ

で、この間策定委員会の中でもいろんな、これから介護予防をどうしたらいいかという

話があって、それで高齢者が介護にかからないようにどうすればいいかという話があり

ました。私の提案としては、あそこにスポーツサロンがありまして、それでその高齢者
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を例えば社協のほうに委託して、それで社協のほうでしたら多数のスタッフ等がありま

すし、車のアクセスにしても車がたくさんありますし、そこら辺でスポーツサロンのほ

うで、今後高齢者がスポーツをしながら介護予防をしてもらえないかということなんで

すけれども、そこらいかがですか。 

○議長（山本明生） 

  住民生活課企画員、宮本君。 

○住民生活課企画員（宮本真里） 

  ３番、樫木議員さんのご質問にお答えします。 

  スポーツサロンの活用につきましては、今後健康づくりや介護予防に有効に利用でき

るよう検討を進めていかないといけないところなんですが、現在のところ、スポーツサ

ロンの指導者の方に和歌山大学教育学部の本山教授が考案しましたシニアエクササイズ

の研修を受けていただいており、シニアエクササイズを取り入れた青春塾という運動の

自主グループの活動につきまして、各地区に出向いて指導をしていただいております。

現在、月１回、４地区に出向いていただき、毎週自主的に行っている運動の見直しと参

加者の意欲向上につなげていただいております。 

  スポーツサロン自体の場所での活用につきましては、スポーツサロンの稼働状況を見

ながら、またサロンのスタッフのほうと検討していく必要があると考えております。 

○議長（山本明生） 

  樫木君。 

○３番（樫木正行） 

  そういうことで、前向きによろしくお願いします。どうもありがとうございます。 

○議長（山本明生） 

  これで、３番、樫木正行君の質問を終わります。 

  以上をもって一般質問を終わります。 

───────────────────────────────────────── 

△延  会 

○議長（山本明生） 

  お諮りします。 

  本日の会議はこの程度にとどめ、延会したいと思います。 

  これにご異議ありませんか。 

（｢異議なし」の声あり） 

○議長（山本明生） 

  異議なしと認めます。 
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  よって、本日はこれにて延会することに決しました。 

  次回は、３月１５日午前９時３０分といたしますので、ご参集願います。 

 

延会 午後４時０８分 

 


